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人
間
の
悩
み
や
不
安
は
何
処
か

ら
来
る
の
か
？ 

こ
れ
か
ら
ど
う

な
る
の
か
が
解
ら
な
い
こ
と
へ
の

不
安
。
そ
の
不
安
か
ら
、
進
む
べ
き

方
向
が
定
ま
ら
な
い
悩
み
。
そ
の
繰

り
返
し
の
中
で
、
決
し
て
良
い
方
へ

向
か
う
こ
と
が
無
い
と
の
あ
き
ら

め
か
ら
希
望
が
絶
た
れ
る
。 

２
０
１
１
年
３
月
11
日
か
ら
丸

４
年
の
日
々
。
１
４
６
０
日
は
途
方

も
な
く
長
い
時
の
連
な
り
。 

振
り
返
れ
ば
、
被
災
し
た
方
々
の

１
４
６
０
日
は
不
安
に
始
ま
り
、
不

安
の
只
中
を
生
き
続
け
る
営
み
で

は
な
か
っ
た
か
？ 

す
べ
て
を
失

い
、
言
わ
れ
る
ま
ま
に
避
難
所
に
行

き
、
今
朝
は
一
緒
に
朝
食
を
食
べ
た

は
ず
の
家
族
の
安
否
が
解
ら
な
い

不
安
。
こ
れ
か
ら
自
分
は
ど
う
な
る

の
か
？ 

自
分
の
住
ん
で
い
た
処

は
ど
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
が

解
ら
な
い
不
安
。 

一
日
、
ま
た
一
日
と
日
を
重
ね
る

た
び
に
解
っ
て
く
る
こ
と
が
押
し

寄
せ
る
。
そ
れ
は
耳
を
疑
う
聞
き
た

く
も
な
い
言
葉
が
大
半
で
あ
り
、
解

っ
た
故
に
解
ら
な
く
な
っ
た
こ
と

へ
の
不
安
を
新
た
に
掻
き
立
て
る
。 

亡
く
な
っ
た
家
族
と
対
面
し
、
そ

の
事
実
を
無
理
や
り
受
け
止
め
、
今

度
は
ど
の
様
に
弔
っ
た
ら
良
い
の

か
が
不
安
に
な
る
。
残
さ
れ
た
も
の

と
し
て
精
一
杯
の
こ
と
は
し
て
あ

げ
た
い
、
し
か
し
ど
の
様
に
す
れ
ば
と
？ 

ひ
と
月
、
ま
た
ひ
と
月
と
日
を
重
ね
、

解
ら
な
い
不
安
は
、
受
け
止
め
ざ
る
を
得

な
い
現
実
と
し
て
新
た
な
不
安
を
呼
ん

で
来
る
。
精
一
杯
や
っ
て
い
る
行
政
に
反

し
て
、
仮
設
住
宅
の
建
設
が
遅
れ
て
い
る
、

復
興
が
進
ま
な
い
、
道
路
が
出
来
れ
ば
、

被
災
者
を
置
き
去
り
に
し
て
進
む
復
興

等
々
、
目
に
す
る
記
事
や
耳
に
す
る
言
葉

の
一
つ
ひ
と
つ
が
、
明
日
を
想
い
描
く
こ

と
を
は
ば
む
言
葉
と
し
て
心
に
突
き
刺

さ
る
。 

時
を
同
じ
く
し
て
福
島
で
は
、
事
態
は

深
刻
さ
を
増
す
。
正
義
は
何
処
に
？ 

真

実
は
何
？ 

誰
の
言
葉
の
何
を
信
じ
た

ら
良
い
の
か
？ 

震
災
の
被
害
、
津
波
の

被
害
、
原
発
事
故
の
放
射
能
の
被
害
、
放

射
能
か
ら
く
る
風
評
の
被
害
等
々
。
あ
り

よ
う
の
一
つ
ひ
と
つ
に
不
安
の
種
は
付

い
て
ま
わ
る
。
家
族
の
中
で
も
意
見
が
分

か
れ
、
猜
疑
心
の
中
で
喘
い
で
い
る
。
そ

し
て
、
そ
の
一
部
始
終
を
子
ど
も
た
ち
は
、

傷
む
小
さ
な
心
で
受
け
止
め
ざ
る
を
得

な
い
。
そ
ん
な
中
で
ま
た
新
た
に
、
国
か

ら
の
そ
の
場
凌
ぎ
の
決
定
に
住
民
の
つ

な
が
り
は
断
ち
切
ら
れ
、
残
る
の
は
不
安

と
徒
労
と
虚
し
さ
。 

３
年
、
ま
た
１
年
が
過
ぎ
、

５
年
目
を
迎
え
る
今
。
復
興
住

宅
へ
と
移
り
始
め
る
時
期
を
迎

え
、
新
し
い
人
と
の
つ
な
が
り

は
出
来
る
の
か
解
ら
な
い
不
安
。

近
所
の
仮
設
住
宅
の
一
室
で
、

独
り
き
り
で
死
を
迎
え
た
方
の

死
か
ら
自
ら
は
ど
う
な
る
の
か

と
の
不
安
。 

千
年
に
一
度
の
大
災
害
は
こ

れ
か
ら
も
被
災
者
の
生
活
の
不

安
を
軽
減
す
る
こ
と
な
く
、

次
々
と
新
た
な
不
安
を
生
む
。

人
間
は
、
誰
で
も
、
何
処
に
住

ん
で
い
て
も
、
ど
の
様
な
生
き

方
を
し
て
い
て
も
不
安
は
尽
き

る
こ
と
が
無
い
。
ま
し
て
や
被
災
地
で
は
、

震
災
に
関
連
し
て
の
不
安
は
言
う
に
及

ば
ず
で
あ
る
。 

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
こ
の
四
年
間
、

不
安
を
持
つ
人
々
と
と
も
に
歩
ん
で
き

た
。
祈
り
に
始
ま
り
、
救
援
物
資
、
義
援

金
、
そ
し
て
支
援
活
動
、
ど
の
活
動
も
そ

の
根
底
に
は
「
神
は
と
も
に
い
て
下
さ
る

こ
と
」
の
体
現
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
あ
り
続
け
る
。
何
故
な
ら
ば
そ

の
一
点
に
し
か
希
望
は
無
い
。 

去
る
１
月
20
日
午
前
８
時
、
首
相
の

も
と
に
過
激
派
組
織
「
イ
ス
ラ
ム
国
」
か

ら
日
本
人
２
人
を
人
質
に
し
た
と
の
情

報
が
入
っ
て
か
ら
、
30
日
の
後
藤
健
二

氏
の
処
刑
ま
で
、
日
本
中
の
耳
目
を
一
点

に
集
め
た
。
そ
の
推
移
を
固
唾
を
呑
ん
で

見
守
っ
て
き
た
。
そ
の
間
に
、
日
本
人
が
予
想
し

た
こ
と
と
は
こ
と
ご
と
く
外
れ
た
▼
首
相
は
「
人

命
尊
重
を
第
一
に
交
渉
に
あ
た
る
」
と
怒
り
を
込

め
て
発
言
し
た
が
「
人
命
」
と
は
私
た
ち
の
耳
に

は
湯
川
さ
ん
と
後
藤
さ
ん
の
命
と
聞
こ
え
た
。
力

が
及
ば
な
い
に
し
て
も
、
ヨ
ル
ダ
ン
国
軍
パ
イ
ロ

ッ
ト
や
イ
ス
ラ
ム
国
の
女
性
死
刑
囚
も
い
た
。
彼

ら
の
存
在
を
知
っ
た
時
か
ら
容
易
に
解
け
な
い

と
予
想
で
き
た
▼
２
億
ド
ル
の
要
求
は
冗
談
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。｢

人
命
は
地
球
よ
り
重
い
」

な
ど
と
言
う
が
、
し
か
し
邦
貨
で
230
億
と
聞
け

ば
誰
し
も
冗
談
と
思
う
か
、
何
か
ほ
か
の
意
図
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
に
違
い
な
い
。
失

礼
な
が
ら
、
２
人
の
男
の
命
と
し
て
は
法
外
だ
。

こ
の
こ
と
は｢

地
球
よ
り
重
い｣

と
い
う
の
は
単

な
る
言
葉
だ
と
暴
い
た
▼
私
の
少
な
い
砂
漠
で

の
経
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と
と
し
て
、
そ
こ
で
暮
ら

す
人
々
の
生
活
は
極
端
に
質
素
だ
。
持
っ
て
い
る

什
器
は
必
要
最
低
限
だ
。
彼
ら
は
物
に
値
段
な
ど

つ
け
な
い
。
自
分
に
と
っ
て
必
要
な
物
か
否
か
で

判
断
す
る
。
必
要
な
も
の
を
買
う
時
の
交
渉
は
し

た
た
か
だ
。
価
格
は
そ
の
時
に
決
ま
る
。
私
た
ち

に
は
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
え

て
も
等
価
の
交
換
だ
。
マ
タ
イ
福
音
書
に
良
い
真

珠
を
見
つ
け
て
「
持
ち
物
を
す
っ
か
り
売
り
払
っ

て
買
う
」(

18
・
45)

商
人
の
話
を
思
い
起
こ
さ

せ
る
▼
先
に
ヨ
ル
ダ
ン
軍
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
焼
殺

刑
に
処
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
人
質
の
扱
い
に
そ
の

集
団
の
性
格
が
よ
く
現
れ
て
い
る
▼
様
々
な
宗

教
の
関
係
者
は
こ
の
難
問
を
話
し
合
い
で
解
決

を
図
ろ
う
と
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ぞ

れ
に
信
じ
て
い
る
神
は
唯
一
絶
対
で
も
、
人
間
の

考
え
方
も
行
い
も
相
対
的
な
も
の
で
し
か
な
い

の
だ
か
ら
。 
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台
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史
朗 

 

生命の泉 

支援活動に励むカリタスのボランティア 
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司
祭
不
在
の
主
日
の
集
会
祭
儀
に
つ

い
て
、
ま
ず
、
主
日
と
は
何
か
。
主
日

と
は
、
キ
リ
ス
ト
の
死
と
復
活
を
祝
う

日
で
、
通
常
は
ミ
サ(

感
謝
の
祭
儀)

が
行

わ
れ
る
。 

 

主
日
の
祝
い
方
は
紀
元
54
年
こ
ろ

に
書
か
れ
た
、
コ
リ
ン
トⅠ

(

11
・
17
～
26
）
に
は
、
共
同

体
の
食
事(

ア
ガ
ぺ)

を
伴
っ
て

行
わ
れ
、
紀
元
90
年
代
の
使
徒

言
行
録(

２
・
41
～
47) 

で
は
、

相
互
の
交
わ
り
と
、
パ
ン
を
裂

く
こ
と
。
紀
元
100
年
頃
に
は
、

主
日
に
集

ま
っ
て
罪

を
告
白
し

て
か
ら
感
謝
の
祭
儀

を
行
っ
て
い
た
。
紀

元
150
年
頃
に
は
、
こ

れ
に
、
聖
書
を
読
む

こ
と
と
、
そ
れ
を
学

び
、
実
践
す
る
よ
う

に
励
ま
す
こ
と(

説
教)

が
加
わ
っ
た
。
こ

う
し
て
、
今
の
ミ
サ
の
形
に
近
い
も
の

と
な
っ
た
。 

 

私
た
ち
信
徒
は
、
主
日
に
、
教
会
か

ら
招
か
れ
、
共
同
体
と
し
て
感
謝
の
祭

儀
を
行
う
の
で
あ
っ
て
、
自
分
の
満
足

た
め
に
集
ま
る
の
で
は
な
い
。 

 

司
祭
不
在
と
は
、
長

期
間
に
わ
た
っ
て
不
在

で
あ
り
、
し
か
も
よ
そ

か
ら
司
祭
の
応
援
を
得

ら
れ
な
い
場
合
で
あ
っ

て
、
今
日
は
司
祭
が
出

か
け
て
い
る
か
ら
集
会

祭
儀
と
言
う
も
の
で
は

な
い
。 

こ
の
意
味
で
、仙
台
市
内
で
は
、

司
祭
不
在
と
い
う
こ
と
は
あ

り
得
な
い
。 

集
会
祭
儀
は
、緊
急
事
態
で

あ
り
、ミ
サ
の
代
わ
り
に
は
な

ら
な
い
か
ら
、ミ
サ
が
行
わ
れ

て
い
る
近
く
の
教
会
に
行
く

こ
と
が
通
常
で
あ
る
。 

 

一
方
で
、
主
日
は
、
共
同
体

と
し
て
集
ま
る
こ
と
も
大
切

で
あ
る
。 

 

主
日
に
ミ
サ
が
行
わ
れ
ず
、

近
隣
の
教
会
に
行
く
こ
と
に

な
る
と
、そ
の
教
会
の
共
同
体

は
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
、
共
同

体
を
維
持
し
て
い
く
う
え
で

支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
る
。 

 

集
会
祭
儀
は
、小
教
区
共
同

体
と
し
て
主
日
の
集
会
を
重

視
す
る
意
味
で
も
行
わ
れ
る
。 

 

司
祭
は
、叙
階
に
基
づ
く
祭

司
職
で
、ミ
サ
の
中
で
奉
献
文

を
唱
え
、ご
聖
体
を
配
る
と
い

う
奉
仕
を
行
う
。 

 

信
徒
は
、洗
礼
に
基
づ
く
共

通
祭
司
職
で
、集
会
祭
儀
の
中

で
聖
書
の
朗
読
、す
す
め
の
こ

と
ば
を
行
う
奉
仕
を
す
る
。さ

ら
に
、
司
教
、
ま
た
は
司
祭
の
任
命
を

受
け
て
、
集
会
祭
儀
の
司
式
、
ご
聖
体

を
配
る
奉
仕
が
出
来
る
。 

 

す
す
め
の
こ
と
ば
は
、
み
こ
と
ば
を

聞
い
て
味
わ
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
活

を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
よ
う
す
す
め
、

励
ま
す
も
の
で
、
そ
の
日
の
テ
ー
マ
に

そ
っ
た
司
祭
の
説
教
や
書
物
を
朗
読
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

 

集
会
祭
儀
を
、
豊
か
な
も
の
に
す
る

に
は
、
朗
読
の
仕
方
が
大
切
に
な
る
。 

落
ち
着
い
た
態
度
で
、
ゆ
っ
く
り
、
一

つ
ひ
と
つ
の
言
葉
の
意
味
を
大
切
に
朗

読
す
る
こ
と
。
特
に
、
聖
堂
の
一
番
後

ろ
に
い
る
人
に
も
し
っ
か
り
と
届
く
よ

う
に
、
マ
イ
ク
の
位
置
や
声
の
大
き
さ

に
も
気
を
つ
け
た
い
。 

 
 

 

参
加
者
は
、
森
田
神
父
の
分
か
り
や

す
い
説
明
と
、
ユ
ー
モ
ア
に
満
ち
た
話

に
魅
了
さ
れ
、
時
間
の
過
ぎ
る
の
を
忘

れ
て
聞
き
入
っ
て
い
た
。 

 四 旬 節 に あ た っ て 

      平賀 徹夫  

2月18日の灰の水曜日から四旬節に入りました。復活徹夜

祭で洗礼を受ける洗礼志願者の最終的な準備期間、また、洗礼志願者と

共にすべての信者が祈りと犠牲と愛の行いを積み重ねながら、教会の典

礼で最も大切な主の復活祭（今年は 4 月５日）を迎える準備をする期間

です。 

四旬節のテーマは「回心」。父である神を知らず自分の人間的な考えに

従っていたときの生き方ではなく、キリストとつながって「何よりもま

ず、神の国と神の義を求める（マタイ 6・33）」ことを第一とする生き方へ

の、姿勢の転換です。この回心は、「わたしは悪を行い、罪を犯しました。

悔い改めて心を入れ替えます」という個人の内的なレベルにとどまるこ

となく、フランシスコ教皇が使徒的勧告『福音の喜び』で呼びかけてい

るように、「すべての共同体が司牧的かつ宣教的な回心への道を進むため

に…地上のすべての地域で、たえず宣教中であることを目指し（25 番）」

たものであることが期待されるという性質のものです。つまり、回心は

共同体的レベルへと広がり、共同体（教会）が絶えず新しくされること

（刷新）を通して、「旅する教会は…本性上宣教的である（『教会の宣教活動

に関する教令』2）」ということがおのずと現われる、ということにつながり

ます。 

 回心の業に励んで生きる一番の動機は何でしょうか。それはキリスト

教信仰の基礎、福音の神髄である「死んで復活したイエス・キリストに

おいて現わされる、救いをもたらす神の愛の美です（『福音の喜び』36）」。

これこそ「もっとも美しいもの、もっとも偉大なもの、もっとも魅力的

でもっとも必要なもの（同 35）」で、わたしたちキリスト信者はこれを、

神の愛の霊・聖霊の助けのもとに、啓示された真理の核心として受けと

め、信仰・希望・愛をもって生きるための源泉とするのです。 

 四旬節にあたって、何よりも重要なものである「愛の実践を伴う信仰」

により、心のうちにもたらされる聖霊の恵みを目に見えるかたちで表す

もっとも完全な行為である隣人愛（同37）を心掛けたいと思います。 

２
０
１
４
年
度 

仙
台
教
区
研
修
会 

「
集
会
祭
儀
に
つ
い
て
学
ぶ
」 

講
師 

森
田
直
樹
神
父 

 

 

仙
台
教
区
宣
教
司
牧
評
議
会
主
催
の
２
０
１
４

年
度
研
修
会
は
、
青
森
県
、
岩
手
県
、
福
島
県
で

す
で
に
実
施
さ
れ
た
。
２
月
11
日
（
水
・
建
国
記

念
日
）
に
、
元
寺
小
路
教
会
に
お
い
て
第
５
地
区
、

第
６
地
区
合
同
で
行
わ
れ
、
全
て
完
了
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
月
・
４
月 

 3･

1
㊐ 

聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院
英
智 

2
㊊ 

青
森
明
の
星
高
校 

3
㊋ 

カ
リ
タ
ス
釜
石 

5
㊍ 

会
津
若
松
ザ
ベ
リ
オ
学
園 

7
㊏ 

宣
教
司
牧
評
・
役
員
会 

10
㊋ 

司
祭
評
・
役
員
会
・
司
祭
団
・
役 

11
㊌ (

東
日
本
大
震
災
記
念)

亘
理
教
会 

12
㊍ 

部
落
差
別
人
権
委
・
事
務
局
会
議 

13
㊎ 

教
区
財
政
問
題
評
議
会 

14
㊏ ｢

い
の
ち
の
光
３
・
11
フ
ク
シ
マ｣ 

16
～
17
長
崎
信
徒
発
見
150
年
記
念
行
事 

18
～
27 

ア
ド
リ
ミ
ナ 

28
㊏ 

帰
国 

29
㊐ 

受
難
の
主
日 

31
㊋ 

教
区
責
任
役
員
会 

 

4･

1
㊌ 

聖
香
油
ミ
サ 

2
㊍ 

主
の
晩
餐 

3
㊎ 

主
の
受
難 

4
㊏ 

復
活
徹
夜
祭 

5
㊐ 

主
の
復
活 

9
㊍ 

人
権
を
考
え
る
委
員
会 

10
㊎ 

仙
台
教
区
サ
ポ
ー
ト
会
議(

仙
台) 

11
～
12
日
本
カ
ト
・
ボ
ラ
連
絡
協 

第
12
回
総
会
・
宮
城
大
会 

司
教
日
程 



（３） 

 

 

現
代
に
ひ
び
く 

右
近
の
霊
性 

 

２
月
４
日
は
、
右
近
が
流
刑

の
地
マ
ニ
ラ
で
殉
教
し
た
日
。 

 

今
年
で
400
年
に
な
る
。 

 

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
団
は
、

右
近
の
列
聖
列
福
に
向
け
た
運

動
を
展
開
し
、
す
で
に
教
皇
庁

列
聖
省
に
申
請
の
手
続
き
を
終

え
た
。
今
年
中
に
は
、
教
皇
の

採
択
が
下
り
る
も
の
と
期
待
さ

れ
る
。 

 

右
近
は
、
１
５
５
２
年
（
天
文

21
年
）
に
現
在
の
大
阪
府
豊
能

町
に
あ
る
沢
城
に
生
ま
れ
。 

１
５
６
４
年
（
永
禄
７
年
）
12
歳

の
時
、
一
家
と
共
に
洗
礼
を
受
け

た
。
洗
礼
名
は
ユ
ス
ト
（
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
で「
正
義
の
人
」の
意
）。 

戦
国
大
名
と
し
て
織
田
信
長
、
豊
臣

秀
吉
、
前
田
利
家
ら
に
仕
え
た
が
、
１

６
１
４
年(

慶
長
19
年)

、
徳
川
家
康
に

よ
る
キ
リ
シ
タ
ン
国
外
追
放
令
を
受
け

て
、
長
崎
か
ら
家
族
と
共
に
12
月
に

マ
ニ
ラ
に
到
着
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
総
督
か

ら
大
歓
迎
を
受
け
た
が
、
船
旅
の
疲
れ

や
慣
れ
な
い
気
候
の
た
め
老
齢
の
た
め

に
病
を
得
て
、
１
６
１
５
年
２
月
４
日

に
息
を
引
き
取
っ
た
。
64
歳
。 

右

近

の

霊

性 

①
幾
多
の
試
練
を
生
き
抜
い
た
殉
教
者 

右
近
の
生
涯
は
試
練
の
連
続
で
あ
り
、

地
位
も
名
誉
も
、
国
も
栄
達
も
失
う
中

で
、
キ
リ
ス
ト
の
福
音
に
従
う
道
を
生

き
た
。 

 
気
骨
あ
る
生
き
方
の
中
で
、
人
生
に

か
か
わ
る
重
大
な
選
択
を
迫
ら
れ
た
時
、

福
音
を
何
よ
り
大
切
に
す
る
こ
と
を
、

身
を
も
っ
て
証
し
し
た
。 

②
時
と
と
も
に
成
熟
し
た
信
仰 

 

一
つ
一
つ
の
試
練
を
乗
り
越
え
る
ご

と
に
、
右
近
の
信
仰
は
成
熟
し
て
い
っ

た
。
確
固
と
し
た
信
念
が
右
近
の
う
ち

に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。 

③
右
近
は
教
会
の
良
心
で
あ
っ
た 

 

右
近
は
、
教
会
の
指
導
者
の
近
く
に

い
た
た
め
に
、
教
会
の
方
向
性
を
見
極

め
、
か
じ
取
り
を
す
る
う
え
で
大
き
な

役
割
を
担
い
、
い
わ
ば
教
会
の
良
心
に

な
っ
た
と
言
え
る
。 

④
日
本
文
化
を
大
切
に
し
、
キ
リ
ス
ト

教
を
日
本
の
土
壌
で
開
花
さ
せ
る
こ
と

に
努
め
た 

 

右
近
は
、
千
利
休
の
七
人
の
高
弟
の

一
人
で
あ
り
、
千
利
休
を
含
め
、
彼
の

多
く
の
弟
子
た
ち
に
キ
リ
ス
ト
を
伝
え
、

キ
リ
ス
ト
教
に
導
い
た
。
当
時
の
宣
教

師
ロ
ド
リ
ゲ
ス
は
、
右
近
の
茶
室
は
祈

り
の
間
で
あ
り
、
茶
を
通
し
て
友
と
人

生
を
語
り
、
信
仰
を
語
っ
た
と
述
べ
て

い
る
。
さ
ら
に
書
道
、
絵
画
、
詩
歌
と

多
才
な
能
力
を
発
揮
し
、
日
本
文
化
と

キ
リ
ス
ト
教
を
融
合
さ
せ
る
よ
う
努
め

た
。 

⑤｢

ご
た
い
せ
つ｣

の
心
を
実
践
し
た 

 
｢

ご
た
い
せ
つ
」
と
は
神
の
愛
（
カ

リ
タ
ス
）
を
意
味
し
、
当
時
の
教
会
は

そ
の
実
践
に
力
を
注
い
で
い
た
。 

右
近
は
「
人
は
み
な
平
等
」
と
い
う

福
音
の
視
点
に
立
つ
治
世
を
実
施
し
、

と
く
に
貧
し
い
人
々
を
慈
し
む
心
は
為

政
者
の
基
本
と
心
得
て
い
た
。
人
の
上

に
立
つ
者
と
し
て
、
慈
し
む
心
、
「
ご

た
い
せ
つ
に
す
る
心
」
を
何
よ
り
も
大

事
に
し
た
。 

⑥
右
近
の
霊
性
の
特
徴
は
「
誠
実
と
賢

明
」
で
あ
る 

 

右
近
の
霊
性
の
最
大
の
特
徴
は
誠
実

さ
と
賢
明
さ
で
あ
り
、
彼
に
調
和
の
と

れ
た
教
会
感
覚
を
も
た
ら
し
た
。 

 

そ
の
人
柄
に
引
か
れ
て
、
た
く
さ
ん

の
武
将
が
教
会
の
門
を
く
ぐ
っ
た
。 

調
和
の
と
れ
た
教
会
感
覚
で
、
極
端

に
保
守
的
に
な
っ
た
り
、
極
端
に
進
歩

的
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
教
会

の
あ
る
べ
き
姿
を
保
ち
続
け
る
こ
と
を

身
に
付
け
て
い
た
。 

⑦
右
近
が
行
く
先
々
に
教
会
共
同
体

が
生
ま
れ
た 

右
近
の
追
放
は
か
え
っ
て
教
会
の
発

展
へ
と
つ
な
が
っ
た
。
明
石
、
金
沢
と

右
近
が
移
り
住
む
先
々
の
土
地
に
教
会

が
立
ち
、
発
展
し
て
い
っ
た
。 

⑧
家
庭
の
絆
を
信
仰
に
置
い
た 

孫
た
ち
に
残
し
た
右
近
の
遺
言
に
は
、

何
よ
り
も
肝
心
な
の
は
信
仰
を
大
切
に

す
る
家
庭
を
築
く
こ
と
だ
と
の
信
念
が

表
れ
て
い
る
。
家
族
の
絆
を
つ
く
る
の

は
信
仰
だ
と
の
確
固
た
る
信
念
が
あ
っ

た
。 （

列
聖
列
福
特
別
委
員
会 

編 

「
現
代
に
ひ
び
く
右
近
の
霊
性
」
よ
り
抜
粋
） 

ユスト 高山右近 殉教４００年 ル
イ
ス
・
ア
ン
ト
ニ
オ
・
タ
グ
レ
枢

機
卿
が
２
月
１
日(
日)

来
仙
し
、
18
時

か
ら
元
寺
小
路
教
会
で
平
賀
司
教
と
９

名
の
司
祭
と
共
に
東
日
本
大
震
災
被
災

者
の
復
興
を
願
う
ミ
サ
を
さ
さ
げ
た
。 

ミ
サ
に
は
、
お
よ
そ
300
人
が
参
加 

 

し
た
。
そ
の
う
ち
教
区
内
の
フ
ィ
リ
ピ

ン
出
身
の
信
徒
200
人
余
が
集
ま
り
、
英

語
で
さ
さ
げ
ら
れ
た
ミ
サ
の
中
で
、
ギ

タ
ー
の
伴
奏
に
よ
る
聖
歌
や
、
聖
書
朗

読
、
共
同
祈
願
、
奉
納
な
ど
の
奉
仕
を

行
い
、
ミ
サ
を
盛
り
上
げ
た
。 

タ
グ
レ
枢
機
卿
は
、
説
教
で
「
フ
ィ

リ
ピ
ン
と
日
本
は
、
ど
ち
ら
も
大
地
震

や
、
強
い
台
風
な
ど
に
よ
る
痛
み
、
悲

し
み
、
そ
し
て
希
望
を
も
共
通
に
抱
い

て
い
ま
す
」
と
、
前
置
き
し
て
、
こ
の

日
の
福
音
に
基
づ
く
「
神
の
権
威
」
つ

い
て
話
し
、
「
現
代
で
は
、
イ
エ
ス
よ

り
も
お
金
の
方
が
権
威
が
あ
り
、
コ
マ

ー
シ
ャ
ル 

ー
シ
ャ
ル
が
私
た
ち
に
と
っ
て
権
威
を

持
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
私
た
ち
は
、

イ
エ
ス
の
権
威
を
心
の
中
に
、
生
活
の

中
に
し
み
こ
ん
で
い
ま
す
か
。
日
々
の

生
活
の
中
で
ま
ず
イ
エ
ス
を
中
心
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
、
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
て
話
さ
れ
、
会
場
か
ら
時
折

笑
い
声
が
あ
ふ
れ
た
。 

派
遣
の
祝
福
の
後
、
ミ
サ
に
参
加
し

た
全
員
が
タ
グ
レ
枢
機
卿
を
囲
ん
で
記

念
写
真
を
撮
っ
た
。 

タ
グ
レ
枢
機
卿
は
、
翌
２
日
に
は
、

東
京
カ
テ
ド
ラ
ル
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
出

身
の
信
徒
と
ミ
サ
を
さ
さ
げ
、
３
日
に

は
、
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
る
高
山
右
近
殉
教
400
年
記
念
ミ
サ

に
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た
。 

  

マ

ニ

ラ

か

ら

タ

グ

レ

枢

機

卿

来

仙 

フ
ィ
リ
ピ
ン
出
身
の
信
徒
と
共
に
被
災
者
の
た
め
に
ミ
サ 

ミサ後祭壇前での記念撮影 



（４） 

 

 

日
本
で
は
ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ
た

方
々
に
対
し
、
強
制
的
な
生
涯
隔
離
を

目
的
に
し
た
国
の
誤
っ
た
政
策
が
、
差

別
と
偏
見
を
生
み
、
本
人
や
家
族
に
大

き
な
苦
し
み
を
与
え
て
き
ま
し
た
。
１

９
９
６
年
に
な
り
「
ら
い
予
防
法
」
が

廃
止
さ
れ
、
２
０
０
１
年
の
裁
判
で
国

が
責
任
を
認
め
謝
罪
し
ま
し
た
。
２
０

０
９
年
の
「
ハ
ン
セ

ン
病
問
題
の
解
決
の

促
進
に
関
す
る
法

律
」
制
定
に
よ
り
、

誤
り
が
正
さ
れ
ま
し

た
が
、
療
養
所
に
入

所
さ
れ
て
い
る
方
々

の
高
齢
化
が
進
む
な

か
で
安
心
し
て
余
生
を
送
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
、
差
別
偏
見
や
隔
離
政
策
で

苦
し
ん
だ
多
く
の
人
の
人
生
が
無
か
っ

た
こ
と
に
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

に
、
多
く
の
課
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

仙
台
教
区
に
は
２
か
所
の
国
立
ハ
ン

セ
ン
病
療
養
所
（
青
森
県
の
松
丘
保
養

園
、宮
城
県
の
東
北
新
生
園
）が
あ
り
、

カ
ト
リ
ッ
ク
の
「
松
ヶ
丘
教
会
」、

「
新
生
園
教
会
」
が
あ
っ
て
、
入

所
さ
れ
て
い
る
信
徒
の
信
仰
の
拠

り
所
と
し
て
長
い
歴
史
を
歩
ん
で

き
て
い
ま
す
。 

２
０
０
８
年
８
月
、平
賀
司
教

様
よ
り
「
カ
ト
リ
ッ
ク
仙
台
教
区

が
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
こ
れ
ま
で

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き
た
か

を
検
証
し
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
べ
き
か
を
検
討
す
る
」
よ

う
諮
問
さ
れ
た
私
た
ち
委
員
会
は
、

先
ず
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議

会
の
２
０
０
４
年
の
見
解
「
明
治

時
代
以
降
、
カ
ト
リ
ッ
ク
関
係
者

が
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
た
め
に
献

身
的
な
働
き
を
し
て
き
た
と
同
時

に
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
間

違
っ
た
見
方
に
よ
り
、「
ら
い
予

防
法
」
の
廃
止
を
遅
ら
せ
、
患
者

へ
の
偏
見
と
差
別
を
温
存
助
長
さ

せ
た
こ
と
、
結
果
的
に
教

会
と
し
て
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
を
隔
離
・
絶
滅
す
る
と

い
う
国
策
に
加
担
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
を
反
省
し
、

人
権
侵
害
と
差
別
の
根

絶
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の

全
面
解
決
に
向
け
て
努

力
す
る
」
を
出
発
点
に
、
療
養
所
や
教

会
を
訪
問
し
、
お
話
し
を
伺
い
、
資
料

か
ら
学
び
、
支
援
団
体
と
共
に
活
動
を

し
な
が
ら
、「
松
ヶ
丘
教
会
」
と
「
新
生

園
教
会
」
の
歩
み
と
教
区
の
関
わ
り
な

ど
に
つ
い
て
検
証
し
ま
し
た
。 

答
申
で
は
、
国
の
隔
離
政
策
が
誤
っ
た

も
の
で
あ
り
、
再
び
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

起
き
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
学
び
、
社

会
が
無
関
心
で
い
た
時
に
ハ
ン
セ
ン
病
療

養
所
で
生
活
し
て
お
ら
れ
る
方
々
を
深
い

信
仰
を
も
っ
て
支
え
た
司
祭
や
信
徒
が
お

ら
れ
た
こ
と
を
教
会
の
歴
史
に
し
っ
か
り

と
留
め
る
こ
と
、
療
養
所
で
暮
ら
し
て
お

ら
れ
る
方
々
を
兄
弟
姉
妹
と
し
て
可
能
な

限
り
共
に
祈
り
交
わ
り
の
時
間
を
持
つ
こ

と
を
、
教
区
と
し
て
取
り
組
む
よ
う
提
案

し
て
い
ま
す
。 

 

仙
台
教
区
人
権
を
考
え
る
委
員
会 

委
員
長 

園
部 

英
俊 

（ 

）
内
は
前
職
・
前
任
地 

第
１
次
司
祭
派
遣
人
事(

１
月
10
日
付
） 

第
２
地
区
担
当
司
祭 

ゲ
ス
ト
ヴ
ェ
オ 

ギ
ャ
リ
ー〈
淳
心
会
〉 

八
戸
塩
町
教
会
居
住 

（
移
住
移
動
者
責
任
者
） 

第
４
地
区
担
当
司
祭 

ガ
ク
タ
ン 

エ
ド
ガ
ル
〈
淳
心
会
〉 

移
住
移
動
者
責
任
者
兼
任 

大
船
渡
教
会
に
居
住 

引
退 

横
島
健
二
〈
教
区
司
祭
〉 

司
祭
の
家
に
居
住
（
第
２
地
区
担
当
） 

第
２
次
司
祭
派
遣
人
事
（
４
月
１
日
付
） 

教
区
本
部 

小
野
寺
洋
一
〈
教
区
司
祭
〉 

司
教
総
代
理
兼
任
で
第
６
地
区
担
当 

司
祭 

司
祭
館
に
居
住
（
第
６
地
区
協
力
） 

小
松
史
朗
〈
教
区
司
祭
〉 

教
区
事
務
局
長
、
教
区
会
計
兼
任
で 

第
５ 

第
６
地
区
協
力
司
祭 

司
教
館
に
居
住
（
第
５
地
区
協
力
） 

第
５
地
区
協
力
司
祭
の
ま
ま 

土
井
勝
吾
〈
教
区
司
祭
〉
司
祭
の
家 

居
住
（
司
教
館
に
に
居
住
） 

第
７
地
区
担
当
司
祭 

ボ
ル
デ
ュ
ク 

シ
ャ
ー
ル 

エ
メ 

〈
ケ
ベ
ッ
ク
外
国
宣
教
会
〉 

野
田
町
教
会
に
居
住 

(

第
６
地
区
担
当
） 

パ
ヴ
ェ
レ
ツ 

ト
マ
ス〈
ド
ミ
ニ
コ
会
〉 

松
木
町
教
会
に
居
住 

（
野
田
町
教
会
に
居
住
） 

ド
ミ
ニ
コ
会
本
部
（
東
京
）
へ
転
出 

ヴ
ィ
ド
ム
ス
キ 

イ
エ
ジ〈
ド
ミ
ニ
コ
会
〉 

（
第
７
地
区
・
松
木
町
教
会
に
居
住
） 

２
０
１
５
年
９
月
ま
で 

松
木
町
教
会
手
伝
い 

人
権
を
考
え
る
委
員
会 

司
教
に
答
申
書 

仙
台
教
区
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
つ
い
て 

ハ
ン
セ
ン
病
に
生
き
た
人
々
を
わ
す
れ
な
い
た
め
に 

カ
ト
リ
ッ
ク
仙
台
教
区
が
今
後
取
り
組
む
べ
き
こ
と 

カ
ト
リ
ッ
ク
仙
台
司
教
区
人
権
を
考
え
る
委
員
会(

委
員
長 

園
部
英
俊)

で
は
、

２
０
１
５
年
１
月
22
日
付
で
、
司
教
に
答
申
書
を
提
出
し
た
。
同
委
員
会
は
、

２
０
０
７
年
11
月
に
当
時
の
司
教
協
議
会
部
落
問
題
委
員
会
が
仙
台
で
開
催
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ハ
ン
セ
ン
病
と
カ
ト
リ
ッ
ク
」
を
き
っ
か
け
に
、
２
０
０

８
年
８
月
に
平
賀
司
教
か
ら
諮
問
を
受
け
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
取
り
組
ん
だ
。

本
誌
で
も
、
た
び
た
び
同
委
員
会
か
ら
提
供
さ
れ
た
記
事
を
掲
載
し
て
き
た
。

今
回
の
答
申
内
容
に
つ
い
て
の
報
告
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

心
が
痛
く
な
る
ほ
ど
厳
し
い
社
会

で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
問

題
に
対
す
る
積
極
的
な
取
り
組
み

が
、
奉
献
生
活
の
中
、
信
者
生
活

の
中
に
必
要
で
す
ね
。 

修
道
会
な
ら
創
立
者
の
カ
リ
ス

マ
に
忠
実
に
生
き
、
各
奉
献
・
使

徒
的
生
活
の
霊
的
の
促
進
、
ま
た

、
全
世
界
の
信
者
た
ち
に
聖
な
る

教
会
と
の
交
わ
り
の
う
ち
に
信
仰

・
希
望
・
愛
徳
を
強
め
る
た
め
に

、
こ
の
年
は
大
き
な
機
会
で
あ
る

と
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
教
え
て

い
ま
す
。
こ
ん
な
恵
み
を
受
け
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
、
喜
び
い
っ
ぱ
い

で
こ
の
年
を
生
き
て
い
ま
す
。 

日
本
に
お
い
て
皆
様
と
共
に
迎
え

る
こ
と
が
で
き
、
た
い
へ
ん
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。 

奉
献
生
活
は
、
教
会
の
中
心
に

あ
り
、
教
会
の
使
命
の
決
定
的
な

要
素
を
な
す
も
の
で
す
。
私
た

ち
は
、
こ
の
一
年
が
、
感
謝
、

協
力
、
支
援
、
祈
り
、
回
心
、

そ
し
て
霊
的
、
宗
教
的
な
活
動

・
努
力
の
年
と
な
る
よ
う
に
願

っ
て
い
ま
す
。 

 

 

「
す
べ
て
の
人
は
、
愛
の
完

成の内に存在する聖性へと招かれているからです」

 

（教皇ヨハネ・パウロ二世の言葉より） 

 
ラ
・
サ
ー
ル
修
道
会 

Br.

ロ
ド
リ
ゴ
・
テ
レ
ビ
ニ
ョ

FSC 
  

「
わ
た
し
の
奉
献
生
活
」
① 

ラ
・
サ
ー
ル
修
道
会 

Br.
ロ
ド
リ
ゴ
・
テ
レ
ビ
ニ
ョ
Ｆ
Ｓ
Ｃ 

「
奉
献
生
活
の
年
」 

の
た
め
に
教
皇
フ 

ラ
ン
シ
ス
コ
の
手 

紙
の
内
容
か
ら
「
感

謝
」
「
熱
心
」
「
希
望
い
っ
ぱ
い
で

未
来
に
向
け
」
に
つ
い
て
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。
修
道
者
と
し
て
も
、

カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
と
し
て
も
、
我
々

の
社
会
・
教
会
の
た
め
に
、
私
た

ち
一
人
一
人
の
召
命
・
奉
献
生
活

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
高
齢
者

・
少
子
化
・
経
済
的
厳
し
さ
・
大

震
災
・
不
安
等
が
増
え
る
社
会
を

見
る
と
心
が
痛
く
な
る
ほ
ど
厳
し
い

社
会
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
う
い

う
問
題
に
対
す
る
積
極
的
な
取

り
組
み
が
、
奉
献
生
活
の
中
、

信
者
生
活
の
中
に
必
要
で
す
ね

。 

 

修
道
会
な
ら
創
立
者
の
カ
リ

ス
マ
に
忠
実
に
生
き
、
各
奉
献

・
使
徒
的
生
活
の
霊
的
の
促
進

、
ま
た
、
全
世
界
の
信
者
た
ち

に
聖
な
る
教
会
と
の
交
わ
り
の

う
ち
に
信
仰
・
希
望
・
愛
徳
を

強
め
る
た
め
に
、
こ
の
年
は
大

き
な
機
会
で
あ
る
と
、
教
皇
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
は
教
え
て
い
ま
す

。
こ
ん
な
恵
み
を
受
け
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
、
喜
び
い
っ
ぱ

い
で
こ
の
年
を
生
き
て
い
ま
す

。
日
本
に
お
い
て
皆
様
と
共
に

迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
た
い
へ

ん
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

  

奉
献
生
活
は
、
教
会
の
中
心

に
あ
り
、
教
会
の
使
命
の
決
定

的
な
要
素
を
な
す
も
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
一
年
が
、
感

謝
、
協
力
、
支
援
、
祈
り
、

回
心
、
そ
し
て
霊
的
、
宗
教
的

な
活
動
・
努
力
の
年
と
な
る
よ

う
に
願
っ
て
い
ま
す
。 

  

「
す
べ
て
の
人
は
、
愛
の
完

成の内に存在する聖性へと招かれているからです」

 

（教皇ヨハネ・パウロ二世の言葉より） 

 

ラ
・
サ
ー
ル
修
道
会 

Br.

ロ
ド
リ
ゴ
・
テ
レ
ビ
ニ
ョ

FSC 

 

 

心
が
痛
く
な
る
ほ
ど
厳
し
い
社
会

で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
問

題
に
対
す
る
積
極
的
な
取
り
組
み

が
、
奉
献
生
活
の
中
、
信
者
生
活

の
中
に
必
要
で
す
ね
。 

修
道
会
な
ら
創
立
者
の
カ
リ
ス

マ
に
忠
実
に
生
き
、
各
奉
献
・
使

徒
的
生
活
の
霊
的
の
促
進
、
ま
た

、
全
世
界
の
信
者
た
ち
に
聖
な
る

教
会
と
の
交
わ
り
の
う
ち
に
信
仰

・
希
望
・
愛
徳
を
強
め
る
た
め
に

、
こ
の
年
は
大
き
な
機
会
で
あ
る

と
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
教
え
て

い
ま
す
。
こ
ん
な
恵
み
を
受
け
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
、
喜
び
い
っ
ぱ
い

で
こ
の
年
を
生
き
て
い
ま
す
。 

日
本
に
お
い
て
皆
様
と
共
に
迎
え

る
こ
と
が
で
き
、
た
い
へ
ん
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。 

奉
献
生
活
は
、
教
会
の
中
心
に

あ
り
、
教
会
の
使
命
の
決
定
的
な

要
素
を
な
す
も
の
で
す
。
私
た

ち
は
、
こ
の
一
年
が
、
感
謝
、

協
力
、
支
援
、
祈
り
、
回
心
、

そ
し
て
霊
的
、
宗
教
的
な
活
動

・
努
力
の
年
と
な
る
よ
う
に
願

っ
て
い
ま
す
。 

 

 

「
す
べ
て
の
人
は
、
愛
の
完

成の内に存在する聖性へと招かれているからです」

 

（教皇ヨハネ・パウロ二世の言葉より） 

 
ラ
・
サ
ー
ル
修
道
会 

Br.

ロ
ド
リ
ゴ
・
テ
レ
ビ
ニ
ョ

FSC 
  

「
わ
た
し
の
奉
献
生
活
」
① 

ラ
・
サ
ー
ル
修
道
会 

Br.
ロ
ド
リ
ゴ
・
テ
レ
ビ
ニ
ョ
Ｆ
Ｓ
Ｃ 

「
奉
献
生
活
の
年
」 

の
た
め
に
教
皇
フ 

ラ
ン
シ
ス
コ
の
手 

紙
の
内
容
か
ら
「
感

謝
」
「
熱
心
」
「
希
望
い
っ
ぱ
い
で

未
来
に
向
け
」
に
つ
い
て
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。
修
道
者
と
し
て
も
、

カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
と
し
て
も
、
我
々

の
社
会
・
教
会
の
た
め
に
、
私
た

ち
一
人
一
人
の
召
命
・
奉
献
生
活

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
高
齢
者

・
少
子
化
・
経
済
的
厳
し
さ
・
大

震
災
・
不
安
等
が
増
え
る
社
会
を

見
る
と
心
が
痛
く
な
る
ほ
ど
厳
し
い

社
会
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
う
い

う
問
題
に
対
す
る
積
極
的
な
取

り
組
み
が
、
奉
献
生
活
の
中
、

信
者
生
活
の
中
に
必
要
で
す
ね

。 

 

修
道
会
な
ら
創
立
者
の
カ
リ

ス
マ
に
忠
実
に
生
き
、
各
奉
献

・
使
徒
的
生
活
の
霊
的
の
促
進

、
ま
た
、
全
世
界
の
信
者
た
ち

に
聖
な
る
教
会
と
の
交
わ
り
の

う
ち
に
信
仰
・
希
望
・
愛
徳
を

強
め
る
た
め
に
、
こ
の
年
は
大

き
な
機
会
で
あ
る
と
、
教
皇
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
は
教
え
て
い
ま
す

。
こ
ん
な
恵
み
を
受
け
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
、
喜
び
い
っ
ぱ

い
で
こ
の
年
を
生
き
て
い
ま
す

。
日
本
に
お
い
て
皆
様
と
共
に

迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
た
い
へ

ん
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

  

奉
献
生
活
は
、
教
会
の
中
心

に
あ
り
、
教
会
の
使
命
の
決
定

的
な
要
素
を
な
す
も
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
一
年
が
、
感

謝
、
協
力
、
支
援
、
祈
り
、

回
心
、
そ
し
て
霊
的
、
宗
教
的

な
活
動
・
努
力
の
年
と
な
る
よ

う
に
願
っ
て
い
ま
す
。 

  

「
す
べ
て
の
人
は
、
愛
の
完

成の内に存在する聖性へと招かれているからです」

 

（教皇ヨハネ・パウロ二世の言葉より） 

 

ラ
・
サ
ー
ル
修
道
会 

Br.

ロ
ド
リ
ゴ
・
テ
レ
ビ
ニ
ョ

FSC 

 

 

心
が
痛
く
な
る
ほ
ど
厳
し
い
社
会

で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
問

題
に
対
す
る
積
極
的
な
取
り
組
み

が
、
奉
献
生
活
の
中
、
信
者
生
活

の
中
に
必
要
で
す
ね
。 

修
道
会
な
ら
創
立
者
の
カ
リ
ス

マ
に
忠
実
に
生
き
、
各
奉
献
・
使

徒
的
生
活
の
霊
的
の
促
進
、
ま
た

、
全
世
界
の
信
者
た
ち
に
聖
な
る

教
会
と
の
交
わ
り
の
う
ち
に
信
仰

・
希
望
・
愛
徳
を
強
め
る
た
め
に

、
こ
の
年
は
大
き
な
機
会
で
あ
る

と
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
教
え
て

い
ま
す
。
こ
ん
な
恵
み
を
受
け
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
、
喜
び
い
っ
ぱ
い

で
こ
の
年
を
生
き
て
い
ま
す
。 

日
本
に
お
い
て
皆
様
と
共
に
迎
え

る
こ
と
が
で
き
、
た
い
へ
ん
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。 

奉
献
生
活
は
、
教
会
の
中
心
に

あ
り
、
教
会
の
使
命
の
決
定
的
な

要
素
を
な
す
も
の
で
す
。
私
た

ち
は
、
こ
の
一
年
が
、
感
謝
、

協
力
、
支
援
、
祈
り
、
回
心
、

そ
し
て
霊
的
、
宗
教
的
な
活
動

・
努
力
の
年
と
な
る
よ
う
に
願

っ
て
い
ま
す
。 

 

 

「
す
べ
て
の
人
は
、
愛
の
完

成の内に存在する聖性へと招かれているからです」

 

（教皇ヨハネ・パウロ二世の言葉より） 

 
ラ
・
サ
ー
ル
修
道
会 

Br.

ロ
ド
リ
ゴ
・
テ
レ
ビ
ニ
ョ

FSC 
  

「
わ
た
し
の
奉
献
生
活
」
① 

ラ
・
サ
ー
ル
修
道
会 

Br.
ロ
ド
リ
ゴ
・
テ
レ
ビ
ニ
ョ
Ｆ
Ｓ
Ｃ 

「
奉
献
生
活
の
年
」 

の
た
め
に
教
皇
フ 

ラ
ン
シ
ス
コ
の
手 

紙
の
内
容
か
ら
「
感

謝
」
「
熱
心
」
「
希
望
い
っ
ぱ
い
で

未
来
に
向
け
」
に
つ
い
て
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。
修
道
者
と
し
て
も
、

カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
と
し
て
も
、
我
々

の
社
会
・
教
会
の
た
め
に
、
私
た

ち
一
人
一
人
の
召
命
・
奉
献
生
活

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
高
齢
者

・
少
子
化
・
経
済
的
厳
し
さ
・
大

震
災
・
不
安
等
が
増
え
る
社
会
を

見
る
と
心
が
痛
く
な
る
ほ
ど
厳
し
い

社
会
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
う
い

う
問
題
に
対
す
る
積
極
的
な
取

り
組
み
が
、
奉
献
生
活
の
中
、

信
者
生
活
の
中
に
必
要
で
す
ね

。 

 

修
道
会
な
ら
創
立
者
の
カ
リ

ス
マ
に
忠
実
に
生
き
、
各
奉
献

・
使
徒
的
生
活
の
霊
的
の
促
進

、
ま
た
、
全
世
界
の
信
者
た
ち

に
聖
な
る
教
会
と
の
交
わ
り
の

う
ち
に
信
仰
・
希
望
・
愛
徳
を

強
め
る
た
め
に
、
こ
の
年
は
大

き
な
機
会
で
あ
る
と
、
教
皇
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
は
教
え
て
い
ま
す

。
こ
ん
な
恵
み
を
受
け
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
、
喜
び
い
っ
ぱ

い
で
こ
の
年
を
生
き
て
い
ま
す

。
日
本
に
お
い
て
皆
様
と
共
に

迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
た
い
へ

ん
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

  

奉
献
生
活
は
、
教
会
の
中
心

に
あ
り
、
教
会
の
使
命
の
決
定

的
な
要
素
を
な
す
も
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
一
年
が
、
感

謝
、
協
力
、
支
援
、
祈
り
、

回
心
、
そ
し
て
霊
的
、
宗
教
的

な
活
動
・
努
力
の
年
と
な
る
よ

う
に
願
っ
て
い
ま
す
。 

  

「
す
べ
て
の
人
は
、
愛
の
完

成の内に存在する聖性へと招かれているからです」

 

（教皇ヨハネ・パウロ二世の言葉より） 

 

ラ
・
サ
ー
ル
修
道
会 

Br.

ロ
ド
リ
ゴ
・
テ
レ
ビ
ニ
ョ

FSC 

 

 

心
が
痛
く
な
る
ほ
ど
厳
し
い
社
会

で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
問

題
に
対
す
る
積
極
的
な
取
り
組
み

が
、
奉
献
生
活
の
中
、
信
者
生
活

の
中
に
必
要
で
す
ね
。 

修
道
会
な
ら
創
立
者
の
カ
リ
ス

マ
に
忠
実
に
生
き
、
各
奉
献
・
使

徒
的
生
活
の
霊
的
の
促
進
、
ま
た

、
全
世
界
の
信
者
た
ち
に
聖
な
る

教
会
と
の
交
わ
り
の
う
ち
に
信
仰

・
希
望
・
愛
徳
を
強
め
る
た
め
に

、
こ
の
年
は
大
き
な
機
会
で
あ
る

と
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
教
え
て

い
ま
す
。
こ
ん
な
恵
み
を
受
け
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
、
喜
び
い
っ
ぱ
い

で
こ
の
年
を
生
き
て
い
ま
す
。 

日
本
に
お
い
て
皆
様
と
共
に
迎
え

る
こ
と
が
で
き
、
た
い
へ
ん
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。 

奉
献
生
活
は
、
教
会
の
中
心
に

あ
り
、
教
会
の
使
命
の
決
定
的
な

要
素
を
な
す
も
の
で
す
。
私
た

ち
は
、
こ
の
一
年
が
、
感
謝
、

協
力
、
支
援
、
祈
り
、
回
心
、

そ
し
て
霊
的
、
宗
教
的
な
活
動

・
努
力
の
年
と
な
る
よ
う
に
願

っ
て
い
ま
す
。 

 

 

「
す
べ
て
の
人
は
、
愛
の
完

成の内に存在する聖性へと招かれているからです」

 

（教皇ヨハネ・パウロ二世の言葉より） 
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・
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「
わ
た
し
の
奉
献
生
活
」
① 

ラ
・
サ
ー
ル
修
道
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Br.
ロ
ド
リ
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ニ
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「
奉
献
生
活
の
年
」 

の
た
め
に
教
皇
フ 

ラ
ン
シ
ス
コ
の
手 

紙
の
内
容
か
ら
「
感

謝
」
「
熱
心
」
「
希
望
い
っ
ぱ
い
で

未
来
に
向
け
」
に
つ
い
て
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。
修
道
者
と
し
て
も
、

カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
と
し
て
も
、
我
々

の
社
会
・
教
会
の
た
め
に
、
私
た

ち
一
人
一
人
の
召
命
・
奉
献
生
活

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
高
齢
者

・
少
子
化
・
経
済
的
厳
し
さ
・
大

震
災
・
不
安
等
が
増
え
る
社
会
を

見
る
と
心
が
痛
く
な
る
ほ
ど
厳
し
い

社
会
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
う
い

う
問
題
に
対
す
る
積
極
的
な
取

り
組
み
が
、
奉
献
生
活
の
中
、

信
者
生
活
の
中
に
必
要
で
す
ね

。 

 

修
道
会
な
ら
創
立
者
の
カ
リ

ス
マ
に
忠
実
に
生
き
、
各
奉
献

・
使
徒
的
生
活
の
霊
的
の
促
進

、
ま
た
、
全
世
界
の
信
者
た
ち

に
聖
な
る
教
会
と
の
交
わ
り
の

う
ち
に
信
仰
・
希
望
・
愛
徳
を

強
め
る
た
め
に
、
こ
の
年
は
大

き
な
機
会
で
あ
る
と
、
教
皇
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
は
教
え
て
い
ま
す

。
こ
ん
な
恵
み
を
受
け
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
、
喜
び
い
っ
ぱ

い
で
こ
の
年
を
生
き
て
い
ま
す

。
日
本
に
お
い
て
皆
様
と
共
に

迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
た
い
へ

ん
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

  

奉
献
生
活
は
、
教
会
の
中
心

に
あ
り
、
教
会
の
使
命
の
決
定

的
な
要
素
を
な
す
も
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
一
年
が
、
感

謝
、
協
力
、
支
援
、
祈
り
、

回
心
、
そ
し
て
霊
的
、
宗
教
的

な
活
動
・
努
力
の
年
と
な
る
よ

う
に
願
っ
て
い
ま
す
。 

  

「
す
べ
て
の
人
は
、
愛
の
完

成の内に存在する聖性へと招かれているからです」

 

（教皇ヨハネ・パウロ二世の言葉より） 

 

ラ
・
サ
ー
ル
修
道
会 

Br.

ロ
ド
リ
ゴ
・
テ
レ
ビ
ニ
ョ

FSC 

 

 

神
は
愛
な
り(

４) 
 

滝
田 

十
和
男 

青
森
の
本
町
教
会
に
、
本
部
を
置
い
た

ケ
ベ
ッ
ク
宣
教
会
は
、
ベ
レ
ー
帽
に
マ
ド

ロ
ス
パ
イ
プ
が
良
く
似
合
う
レ
フ
ェ
ベ
ル

神
父
様
が
、
慣
れ
な
い
日
本
語
な
が
ら
、

い
つ
も
に
こ
や
か
な
笑
顔
で
、
私
た
ち
に

接
し
て
く
れ
た
。
ミ
サ
の
前
に
は
必
ず
公

教
要
理
の
勉
強
会
が
あ
り
、
段
々
と
信
者

も
増
え
て
き
て
、
団
体
名
を｢

愛
徳
会｣

に

改
め
る
ま
で
に
な
っ
た
。
特
に
小
林
有
方

司
教
様
の
お
勧
め
で｢

レ
ジ
オ
マ
リ
エ｣

も

結
成
、
そ
の
会
長
も
大
槗
さ
ん
、
副
が
私

で
、
妻
の
知
子
が
書
記
と
い
う
陣
容
で
、

そ
う
し
た
組
織
的
な
布
教
活
動
の
甲
斐
あ

っ
て
、
盲
人
信
者
だ
け
の｢

オ
ジ
リ
ア
会｣

や
「
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
第
三
会
」
も
誕
生
し

た
の
で
あ
っ
た
。 

カ
ナ
ダ
の
神
父
様
た
ち
は
、
母
国
に
募

金
を
呼
び
か
け
て
、
私
た
ち
の
た
め
に
、

昭
和
32
年
に
は
聖
堂
を
、
そ
し
て
同
39

年
に
は 

 

年
に
は
伝
道
館
を
建
て
て
く
だ
さ
っ
た
。 

そ
れ
ば
か
り
か
、
近
く
の
三
内
の
教
会
墓

地
に
は
、
私
た
ち
だ
け
の
共
同
墓
碑
建
て

さ
せ
て
頂
い
た
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
カ

ナ
ダ
の
恩
人
方
の
愛
の
賜
物
で
あ
り
、
私

た
ち
は
整
っ
た
環
境
の
中
で
の
信
仰
生
活

を
送
る
お
恵
み
を
頂
い
て
い
る
。 

戦
前
か
ら
の
信
者
を
含
め
て
、
既
に
94

名
の
兄
弟
姉
妹
が
洗
礼
の
秘
跡
を
受
け
、

永
遠
の
眠
り
に
就
い
て
い
る
が
、
残
さ
れ

た
私
た
ち
は
、
高
齢
化
が
進
む
ま
ま
に
、

隔
週
ご
と
の
ミ
サ
の
挙
行
も
儘
な
ら
な
く

な
り
、
十
数
年
前
か
ら
市
内
の
本
町
、
浪

打
の
信
徒
の
皆
さ
ん
の
、
典
礼
奉
仕
に
よ

っ
て
、
支
え
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。 

わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
両
教
会
の
皆
様

の
献
身
的
な
ご
支
援
に
、
雪
深
い
冬
の
季

節
の
中
で
も
、
心
温
ま
る
思
い
で
教
会
に

足
を
運
ん
で
い
る
。 

 
 
(

松
丘
教
会
委
員
長
・
90
歳) 

 

司

祭

異

動 

司教に答申を手渡す園部氏 

 



 
（５） 

石
巻
ベ
ー
ス
で
の
活
動 

カ
リ
タ
ス
石
巻
ベ
ー
ス
は
一

階
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
開
放
、

仮
設
住
宅
で
の
お
茶
っ
こ
、
近

隣
花
壇
の
整
備
等
が
主
な
活
動

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

仮
設
住
宅
で
は
復
興
住
宅
へ

移
る
方
々
が
少
し
ず
つ
で
す
が

増
え
て
き
ま
し
た
。
カ
リ
タ
ス

石
巻
ベ
ー
ス
が
関
わ
っ
て
い
る

仮
設
住
宅
の
ま
と
め
役
だ
っ
た

方
が
引
っ
越
さ
れ
「
こ
れ
か
ら

も
お
茶
っ
こ
に
来
て
く
れ
る
ん

だ
よ
ね
。
」
と
不
安
そ
う
に
尋

ね
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

復
興
住
宅
の
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
作
り
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
先
の
見
通
し
が
つ
か
ず

に
仮
設
住
宅
に
残
る
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
大

切
な
存
在
で
す
。
今
後
は
行
政
、

社
協
、
他
団
体
と
協
力
し
な
が

ら
関
わ
り
を
模
索
し
て
い
か
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

一
階
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
者

は
、
近
隣
や
仮
設
住
宅
の
住
民
さ
ん
な

ど
ほ
と
ん
ど
常
連
さ
ん
で
す
が
、
石
巻

市
の
復
興
の
た
め
に
転
勤
で
い
ら
し
た

方
が
最
近
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
お
互
い
に
地
元
出
身
で
は
な
い

共
通
点
が
あ
り
「
石
巻
市
の
復
興
支
援

と
は
？
」
の
話
題
で
熱
く
語
り
合
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
難
し
さ
を
感
じ
な

が
ら
も
「
支
援
す
る
こ
と
は
一
方
的
で

は
な
く
共
に
歩
む
こ
と
」
と
お
互
い
分

か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
く
思
い

ま
し
た
。 

１
月
は
新
年
会
を
か
ね
て
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
で
お
餅
つ
き
を
行
い
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
経
験
の
な
い
ス
タ
ッ
フ
が
言

い
出
し
た
こ
と
で
す
が
、
町
内
会
の

方
々
に
助
け
ら
れ
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
格
的
な
お

餅
つ
き
は
久
し
振
り
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
大
勢
の
方
々
が
集
ま
り
中
に
は
初

め
て
ベ
ー
ス
を
利
用
さ
れ
る
方
と
の
出

会
い
も
あ
り
ま
し
た
。
カ
リ
タ
ス
石
巻
ベ

ー
ス
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
の
役
割
を
担
い
な
が
ら
地
域
の

方
々
と
と
も
に
笑
い
、
泣
く
仲
間
と
し
て

こ
れ
か
ら
も
関
わ
り
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。(

Sr.
細
谷) 

 

今
回
は
、
子
ど
も
た
ち
の

お
母
さ
ん
た
ち
に
セ
ミ
ナ
ー

を
開
始
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

ご
紹
介
し
ま
す
。 

「
母
親
セ
ン
タ
ー
」
の
誕
生 

子
ど
も
た
ち
の
親
は
、
ゴ

ミ
山
か
ら
ア
ル
ミ
缶
や
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
拾
い
現
地
で
売

却
す
る
ほ
か
、
家
庭
に
持
ち

込
ん
で
分
別
作
業
を
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
と
て
も

忙
し
く
て
子
ど
も
の
教
育
を

心
配
す
る
余
裕
が
あ
り
ま
せ

ん
。
む
し
ろ
、
勉
強
よ
り
手

伝
い
を
す
る
子
が
親
に
と
っ

て
良
い
子
な
の
で
す
。
ま
た
、

食
事
も
空
腹
を
満
た
す
こ
と

が
先
決
に
な
り
、
栄
養
バ
ラ

ン
ス
が
偏
り
、
子
ど
も
の
発

育
が
芳
し
く
な
く
、
栄
養
疾

患
に
よ
る
皮
膚
病
の
子
が
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
住
居
が
低

湿
地
に
あ
り
、
ト
イ
レ
が
な

く
、
生
活
排
水
が
流
れ
な
い
劣
悪
な
環

境
と
な
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
こ
こ
に

住
ん
で
い
る
人
は
、
こ
の
環
境
に
慣
れ

親
し
ん
で
い
て
、
劣
悪
と
は
思
っ
て
い

な
い
の
で
す
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
、

押
し
つ
け
で
は
な
く
、
お
母
さ
ん
た
ち

が
自
ら
気
付
く
場
が
必
要
と
の
結
論
と

な
り
ま
し
た
。
支
援
い
た
だ
く
団
体
が

よ
う
や
く
見
つ
か
り
、
お
母
さ
ん
た
ち

の
学
び
の
場
と
し
て
「
母
親
セ
ン
タ
ー

（
２
階
建
て
）
」
を
建
て
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

「
母
親
セ
ン
タ
ー
」 

150
世
帯
の
お
母

さ
ん
た
ち
が
、
初
め
て
の
セ
ミ
ナ
ー
を

体
験
し
て
い
ま
す
。 

「
母
親
セ
ン
タ
ー
」
は
、
子
ど
も
た

ち
の
学
校
に
隣
接
し
て

い
ま
す
。
教
育
の
必
要

性
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
の
に
ふ
さ
わ
し
い

場
所
で
す
。 

「
家
庭
の
栄
養
改
善
」

「
三
大
栄
養
素
」 

で
も

お
母
さ
ん
た
ち
は
文
字

が
読
め
ま
せ
ん 

学
校
で
の
昼
食
は
、

牛
乳
毎
日
と
肉
・
魚
・
卵
・
野
菜
を
バ

ラ
ン
ス
良
く
取
り
入
れ
改
善
を
図
り
ま

し
た
。
で
も
、
家
庭
で
の
食
事
が
大
切

で
す
。
そ
こ
で
、
限
ら
れ
た
食
費
の
中

で
も
栄
養
素
を
考
え
た
食
事
を
作
れ
る

よ
う
セ
ミ
ナ
ー
を
開
始
し
ま
し
た
。
カ

ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
栄
養
に
関
し
て
学
ぶ

場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
お
母
さ
ん
た
ち
は
、

初
め
て
聞
く
お
話
で
す
。
三
大
栄
養
素

①
タ
ン
パ
ク
質
②
炭
水
化
物
・
脂
質
③

ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
が
ど
ん
な
食
物

に
多
く
含
ん
で
い
る
か
、
ま
た
、
そ
の

栄
養
素
が
足
り
な
く
な
る
と
ど
う
な
る

か
を
学
び
ま
す
。
文
字
の
読
め
な
い
お

母
さ
ん
た
ち
に
、
飽
き
な
い
よ
う
絵
と

ジ
ク
ソ
ー
・
パ
ズ
ル
を
使
い
、
遊
び
感

覚
で
学
べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

サ
ナ
ダ
ム
シ
・
回
虫
・
ハ
エ
・
蚊
・
虱
・
・
・

日
本
の
終
戦
直
後
と
同
じ 

水
道
が
な
く
、
雨
水
や
貰
い
水
に
頼
っ

て
い
る
た
め
、
水
が
貴
重
で
手
を
洗
う
習

慣
が
あ
り
ま
せ
ん
。
野
菜
・
魚
・
肉
に
は
、

ハ
エ
が
群
が
っ
て
い
ま
す
。
水
た
ま
り
が

あ
る
の
で
蚊
が
沢
山
い
ま
す
。
シ
ラ
ミ
は
、

ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
の
頭
に
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
サ
ナ
ダ
ム
シ
・
回
虫
・
ハ
エ
・
蚊
・

虱
を
媒
介
と
し
て
体
力
の
弱
い
子
ど
も

た
ち
が
病
気
に
な
る
こ
と
を
学
ん
で
い

ま
す
。
熱
を
通
せ
ば
大
丈

夫
と
の
思
い
を
改
め
、
調

理
前
に
手
洗
い
と
材
料

を
洗
う
よ
う
勧
め
て
い

ま
す
。 

収
入
創
出
に
向
け
た 

〝
バ
バ
ヘ
ラ
ア
イ
ス
〟

の
工
場
建
設 

保
育
所

も
設
置 

ゴ
ミ
山
で
の
仕
事
か

ら
脱
却
し
て
収
入
を
得
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
、
秋
田
の
男
鹿
に
あ
る
バ
バ
ヘ

ラ
ア
イ
ス
（
お
婆
さ
ん
が
ヘ
ラ
で
ア
イ

ス
を
コ
ー
ン
に
盛
る
）
進
藤
冷
菓
の
技

術
協
力
で
暑
い
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
製
造
し
、

お
母
さ
ん
た
ち
が
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
お
母
さ
ん
が
働
き
や
す
く
す

る
た
め
、
託
児
所
を
設
置
し
ま
し
た(

朝

6
:3

0

～
夜6

:0
0
)

。
〈
続
く
〉 

水俣病歴史考証館(相恩社) 

仙台教区「新しい創造」…第３期の取り組み 

オープンスペースでの餅つき 

お茶っこタイム 

カンボジア・ステンミエンチャイ地区での活動報告⑦ 
  元寺小路教会 小野 武         

 

2 階建ての母親センター 

ジグソーパズルで勉強 



 

  （６） 

１
月
１
日 

元
旦
ミ
サ
の
塩
釜

教
会
で
す
。 

侍
者
が
整
揃
い
し
ま
し
た
。 

小
学
１
年
生
か
ら
大
学
３
年
生

ま
で
の
総
勢
７
人
の
男
子
で
す
。 

小
松
神
父
も
か
つ
て
は
こ
の
中
に
い

ら
っ
し
や
い
ま
し
た
。
侍
者
の
心
意
気

が
脈
々
と
こ
の
小
さ
な
教
会
に
受
け
つ

な
が
れ
て
お
り
ま
す
。 

教
会
の
宝
で
す
。 

感
謝
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

（
塩
釜
教
会
） 

今
年
度
で
４
年
目
を
迎
え
る
「
仙

塩
地
区
教
会
学
校
・
子
ど
も
の
祈
り

の
つ
ど
い
」
は
、
10
月
と
２
月
の
年

２
回
、
仙
塩
地
区
８
教
会
も
ち
回
り

で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
２
月
は
毎
年

元
寺
小
路
教
会
が
担
当
し
、
広
瀬
河

畔
に
建
つ
深
沢
守
三
神
父
作
の
殉
教

碑
に
、
徒
歩
で
往
復
す
る
巡
礼
を
行

な
っ
て
お
り
ま
す
。 

昨
年
は
大
雪
の
た
め
参
加
者
も
少

な
め
で
し
た
が
、
２
月
11
日
（
水
・

祝
）
午
前
に
開
催
さ
れ
た
今
年
の
つ

ど
い
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
保
護
者

も
合
わ
せ
て
約
60
名
、
神
父
様
も
４

名
が
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
こ
れ
ま

で
で
最
多
の
参
加
者
と
な
り
ま
し
た
。

仙
塩
地
区
の
教
会
だ
け
で
な
く
、
石

巻
教
会
や
白
石
、亘
理
教
会
か
ら
も
、

ま
た
聖
ド
ミ
ニ
コ
学
院
中
高
の
生
徒

さ
ん
た
ち
も
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

ま
ず
元
寺
小
路
教
会
に
集
合
し
た

参
加
者
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
日
本
の
キ
リ
シ

タ
ン
の
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。
特
に

今
年
は
ユ
ス
ト
高
山
右
近
の
没
後
400

年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
中
の
、
主
人
公

黒
田
官
兵
衛
の
受
洗
シ
ー
ン
や
豊
臣

秀
吉
に
よ
る
伴
天
連
追
放
令
な
ど
、

右
近
が
登
場
す
る
場
面
の
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
を
見
て
、
列
福
が
期
待
さ
れ
る

キ
リ
シ
タ
ン
大
名
へ
の
理
解
を
深
め

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
右
近
没
後
９

年
後
の
１
６
２
４
年
２
月
に
、
伊
達
政
宗

の
命
に
よ
っ
て
カ
ル
ワ
リ
オ
神
父
様
ら
９

名
が
広
瀬
川
に
沈
め
ら
れ
た
殉
教
や
、
さ

ら
に
来
た
る
３
月
17
日
で
150
周
年
を
迎
え

る
、
長
崎
・
大
浦
天
主
堂
に
お
け
る
信
徒

発
見
な
ど
に
つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
広
瀬
通
り
を
歩
い
て
片
道
約

２
キ
ロ
の
殉
教
碑
に
巡
礼
し
、
森
田
直
樹

神
父
の
司
式
で
400
年
前
の
殉
教
者
た
ち
に

祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
＝
写
真
＝
。
教
会
に
帰

っ
た
参
加
者
は
、
元
寺
小
路
教
会
の
リ
ー

ダ
ー
た
ち
が
用
意
し
た
温
か
い
芋
煮
を
お

腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
、
心
も
体
も
暖
ま
り
ま

し
た
。 

来
年
度
以
降
も
、
２
月
11
日
に
固
定
し

て
こ
の
巡
礼
を
行
な
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
だ
け
で
な
く
、
大
人
の
参
加
も
大
歓
迎

で
す
。
（
元
寺
小
路
教
会
・
荒
賀
久
仁
夫
） 

２
月
14
日
（
土
）
、
総
会
と
懇
親
会
に

司
教
様
と
司
祭
５
名
、総
勢
32
名
が
参
加
。 

元

旦

の
ミ
サ 

 

が
痛
く
な
る
ほ
ど
厳
し
い
社
会
で

す
。
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
問
題

に
対
す
る
積
極
的
な
取
り
組
み
が
、

奉
献
生
活
の
中
、
信
者
生
活
の
中

に
必
要
で
す
ね
。 

修
道
会
な
ら
創
立
者
の
カ
リ
ス

マ
に
忠
実
に
生
き
、
各
奉
献
・
使

徒
的
生
活
の
霊
的
の
促
進
、
ま
た
、

全
世
界
の
信
者
た
ち
に
聖
な
る
教

会
と
の
交
わ
り
の
う
ち
に
信
仰
・

希
望
・
愛
徳
を
強
め
る
た
め
に
、

こ
の
年
は
大
き
な
機
会
で
あ
る
と
、

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
教
え
て
い
ま

す
。
こ
ん
な
恵
み
を
受
け
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
、
喜
び
い
っ
ぱ
い
で
こ

の
年
を
生
き
て
い
ま
す
。
日
本
に
お

い
日
本
に
お
い
て
皆
様
と
共
に
迎

え
る
こ
と
が
で
き
、
た
い
へ
ん
う

れ
し
く 

「
わ
た
し
の
奉
献
生
活
」
① 

ラ
・
サ
ー
ル
修
道
会 

Br.
ロ
ド
リ
ゴ
・
テ
レ
ビ
ニ
ョ
Ｆ
Ｓ
Ｃ 

「
奉
献
生
活
の
年
」 

の
た
め
に
教
皇
フ 

ラ
ン
シ
ス
コ
の
手 

紙
の
内
容
か
ら
「
感

謝
」「
熱
心
」「
希
望
い
っ
ぱ
い
で
未

来
に
向
け
」
に
つ
い
て
考
え
た
い
と

思
い
ま
す
。
修
道
者
と
し
て
も
、
カ

ト
リ
ッ
ク
信
者
と
し
て
も
、
我
々
の

社
会
・
教
会
の
た
め
に
、
私
た
ち
一

人
一
人
の
召
命
・
奉
献
生
活
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
高
齢
者
・
少
子

化
・
経
済
的
厳
し
さ
・
大
震
災
・
不

安
等
が
増
え
る
社
会
を
見
る
と
心

が
痛
く
な
る
ほ
ど
厳
し
い
社
会
で

す
。
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
問
題

に
対
す
る
積
極
的
な
取
り
組
み

が
、
奉
献
生
活
の
中
、
信
者
生

活
の
中
に
必
要
で
す
ね
。 

 

修
道
会
な
ら
創
立
者
の
カ
リ

ス
マ
に
忠
実
に
生
き
、
各
奉

献
・
使
徒
的
生
活
の
霊
的
の
促

進
、
ま
た
、
全
世
界
の
信
者
た

ち
に
聖
な
る
教
会
と
の
交
わ
り

の
う
ち
に
信
仰
・
希
望
・
愛
徳

を
強
め
る
た
め
に
、
こ
の
年
は

大
き
な
機
会
で
あ
る
と
、
教
皇

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
教
え
て
い
ま

す
。
こ
ん
な
恵
み
を
受
け
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
、
喜
び
い
っ

ぱ
い
で
こ
の
年
を
生
き
て
い
ま

す
。
日
本
に
お
い
て
皆
様
と
共

に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
た
い

へ
ん
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

  

奉
献
生
活
は
、
教
会
の
中
心

に
あ
り
、
教
会
の
使
命
の
決
定

的
な
要
素
を
な
す
も
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
一
年
が
、
感

謝
、
協
力
、
支
援
、
祈
り
、
回

心
、
そ
し
て
霊
的
、
宗
教
的
な

活
動
・
努
力
の
年
と
な
る
よ
う

に
願
っ
て
い
ま
す
。 

  

「
す
べ
て
の
人
は
、
愛
の
完

成の内に存在する聖性へと招かれているからです」

 

（教皇ヨハネ・パウロ二世の言葉より） 

 

ラ
・
サ
ー
ル
修
道
会 

Br.

ロ
ド
リ
ゴ
・
テ
レ
ビ
ニ
ョ

FSC 

 

 

日
本
に
お
い
て
皆
様
と
共
に
迎

え
る
こ
と
が
で
き
、
た
い
へ
ん
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。 

 

奉
献
生
活
は
、
教
会
の
中
心
に

あ
り
、
教
会
の
使
命
の
決
定
的
な

要
素
を
な
す
も
の
で
す
。
私
た
ち

は
、
こ
の
一
年
が
、
感
謝
、
協
力
、

支
援
、
祈
り
、
回
心
、
そ
し
て
霊

的
、
宗
教
的
な
活
動
・
努
力
の
年

と
な
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。 

「
す
べ
て
の
人
は
、
愛
の
完
成
の

内
に
存
在
す
る
聖
性
へ
と
招
か
れ

て
い
る
か
ら
で
す
」。 

 
（
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
の

言
葉
よ
り
） 

 

ラ
・
サ
ー
ル
修
道
会 

B
r.

ロ
ド
リ
ゴ
・
テ
レ
ビ
ニ
ョF

S
C

 

 

ロ
ー
マ
教
皇
庁
は
、「
教

会
憲
章
」
及
び
「
修
道
生
活

の
刷
新
・
適
応
に
関
す
る
教

令
」
公
布
50
年
に
あ
た
る

２
０
１
５
年
を「
奉
献
生
活

の
年
」と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
を
受
け
て
本
誌
で

は
、
奉
献
生
活
者
の
方
々
か

ら
、奉
献
生
活
に
お
け
る
喜

び
、
希
望
、
福
音
宣
教
な
ど

に
つ
い
て
日
頃
感
じ
て
い

る
こ
と
を
書
い
て
い
た
だ
く

欄
を
設
け
ま
し
た
。 

第
１
回
目
と
し
て
ラ
・
サ

ー
ル
会 

Br
ロ
ド
リ
ゴ
さ
ん

に
お
願
い
し
ま
し
た
。 

 

 
 

奉 献 生 活 の 年 
2 0 1 4 ・ 1 1 ・ 3 0～2 0 1 6 ・ 2 . ・ 2  

塩釜教会 聖堂にて 

殉
教
碑
へ
の
巡
礼 

仙
塩
８
教
会
の
子
ど
も
た
ち 

仙塩８教会壮年の会 

仙
塩
８
教
会
壮
年
の
会 

 



 
（７） 

３
月
６
日(

金)

～
18
日(

水) 

10
時

30
分
～
18
時 

会
場 

仙
台
縁
日 

仙
台
市
青
葉
区
中
央
２
‐
１
‐
18 

ク
リ
ス
ロ
ー
ド
商
店
街
内 

P
r
o
du
c
ed
 
by

 

仙
台
放
送 

協
力
沖
守
弘
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
生
活
習
慣

改
善
セ
ン
タ
ー 

後
援
朝
日
新
聞
社
／
産
経
新
聞
社
／
日
本

赤
十
字
社
／
毎
日
新
聞
社 

 

協
賛 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ 

 

祈
り
の
レ
ク
イ
エ
ム
日
本
公
演 

３
月
20
日(

金)

18
時
30
分
開
場  

19
時
開
演 

会
場 

仙
台
白
百
合
学
園 

レ
ジ
ナ
パ
ー
チ
ェ
ス
ホ
ー
ル 

 

全
席
自
由 

￥
５
，
０
０
０ 

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い 

●
仙
台
公
演
実
行
委
員
会 

(

仙
台
白
百
合
学
園
内)TEL022-341-6884 

●
聖
パ
ウ
ロ
書
院(

元
寺
小
路
教
会
内) 

① 

講
演
会 

３
月
14
日(

土) 

 
 
 
 

13
時
～
15
時
30
分 

会
場 

元
寺
小
路
教
会 

大
聖
堂 

演
題 

原
発
事
故
後
を 

ど
う
生
き
る
か 

講
師 

槌
田 

劭(

つ
ち
だ
た
か
し)

氏 

NPO
法
人 

使
い
捨
て
時
代
を
考
え
る
会 

参
加
費 

５
０
０
円 

(

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す) 

② 

ミ
サ 

他 

３
月
15
日(

日) 

10
時
～
14
時 

会
場 

原
町
教
会 

ミ
サ
10
時
～ 

 

～
被
災
地
の
声
～ 

  

小
高
九
条
の
会 

志
賀
勝
明
氏 

交
流
会 

(
参
加
申
し
込
み
は
終
了
し
ま
し
た
） 

司
教
日
程(

２
頁)

に
、
３
月
18
日

か
ら
27
日
ま
で
「
ア
ド
リ
ミ
ナ
」
と

書
い
て
あ
り
ま
す
。
28
日
帰
国
と
書

い
て
あ
る
の
で
、
ど
う
も
海
外
に
行
か

れ
る
よ
う
で
す
。 

「
ア
ド
リ
ミ
ナ
」
は
、
日
本
の
司
教

団
が
、
使
徒
ペ
ト
ロ
と
パ
ウ
ロ
の
墓
を

崇
敬
す
る
た
め
に
バ
チ
カ
ン
を
訪
れ
、

教
皇
様
と
お
会
い
し
て
教
区
の
現
状

を
報
告
す
る
こ
と
で
、
５
年
ご
と
に
行

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
そ
の
国
の
教
会

の
使
徒
的
基
盤
を
強
め
、
司
教
団
に
属

す
る
他
の
す
べ
て
の
人
々
と
の
き
ず

な
と
、
ロ
ー
マ
教
皇
と
の
き
ず
な
を
目

に
見
え
る
形
で
示
す
行
事
で
す
。 

司
教
の
教
皇
と
の
個
人
謁
見
は
一

人
15
分
と
な
っ
て
い
て
、
教
皇
は
、

最
初
に
司

教
の
担
当

教
区
を
地

図
で
確
認

し
た
後
、

そ
の
教
区

の
様
子
に

つ
い
て
報

告
を
お
聞

き
に
な
り

ま
す
。 

さ
ら
に
、

バ
チ
カ
ン
の
各
省
庁
を
表
敬
訪
問
を
行
い
ま
す
。 

平
賀
司
教
様
は
、
２
０
０
７
年
の
ア
ド
リ
ミ
ナ

に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
は
、
ベ
ネ
デ
ィ

ク
ト
16
世
で
し
た
。
今
回
は
２
回
目
の
ア
ド
リ
ミ

ナ
に
な
り
ま
す
。 

●演奏曲 モーツアルト作曲 レクイエム全曲 

●演 奏 ロッシーニ歌劇場管弦楽団 

 演奏者の一人に仙台白百合学園在学中の高橋沙織さん

(ヴァイオリン)がいます。彼女は、昨年3月11日にバチカ

ンの聖パウロ大聖堂で開かれた“バチカンより日本への祈

りのレクイエム”コンサートに東北代表として選ばれ、堂々

たる演奏で会場を沸かせた。(パンフレットより) 

＜ 教皇フランシスコからのメッセージ ＞ 

 この計り知れない悲劇の犠牲になられた方々、そしてそ

の影響で未だ苦しむ人々に無限の慈悲が与えられるよう神

に祈ります。このコンサートが、最愛なる日本の人々と共に

輝ける復興の象徴となることを、そして復興にご尽力され

ている方々の励みになることを希望します。 

 モンテリ－ズィ枢機卿による東日本大震災復興ミサ  

時間：３月２０日(金) １７：００～ 

場所：仙台白百合学園ロザリオのマリア聖堂 

バス時刻 泉区役所向い発 15：30から18：00(３０分毎) 

学園発泉中央行 21：00 21：30(片道３００円) 

東日本大震災復興支援チャリティーコンサート  

愛による解決を 

いわゆる「イスラム国」に拘束された湯川遥菜さんと

後藤健二さんが殺害された。残忍なこの事件は世界中の

人々に衝撃を与えた。亡くなられたお二人の永遠の安息

を祈ると共に、ご家族や彼らの友人・知人の悲しみに心

をよせ、希望を失わないように神のあわれみと力づけを

願いたい。 

安倍総理は、「絶対に許すことが出来ない。彼らに償

わせるために国際社会と連携して…」と発言している。 

しかし、その方法でこの問題に決着をつけることで良

いのだろうか。｢目には目を…｣では、悪の連鎖が拡大す

るだけだ。 

犠牲になった２人もそんなことを望んではいないと

思う。 

むしろこれを機に、中東の格差と貧困等の複雑な背景

を知ると同時に、今後、日本は世界とどのように連帯し

ていくのか。 

「平和憲法」のもとでの人道支援の在り方が問われて

いるのではないだろうか。 

 地球を大事にする会 岩井 誠   

 

 

“アドリミナ”って何ですか？ 

2007 年教皇ベネディクト 16 世

と謁見する平賀司教 



 
（8） 

開
催
：
２
０
１
５
年
２
月
８
日
（
日
） 

会
場
：
北
仙
台
教
会 

信
徒
館 

 

出
席
者
数
：
54
名 

テ
ー
マ
は
今
非
常
に
人
気
を
博
し
て

い
る
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
「
ア
ナ
と
雪
の

女
王
」
か
ら
、
映
画
の
原
題
は
「
フ
ロ

ー
ズ
ン
」（
氷
に
閉
ざ
さ
れ
し
も
の
と
の

意
）。
あ
る
北
国
に
暮
ら
す
二
人
の
王
女

の
物
語
で
あ
る
。 

姉
の
エ
ル
サ
は
妹
思
い
の
優
し
さ
と

王
位
継
承

者
と
し
て

の
自
覚
や

分
別
を
備

え
、し
か
し
、

感
情
が
高

ぶ
る
と
手
の
ひ
ら
か
ら
雪
や
氷
が
吹
き

出
す
力
が
備
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
に

完
璧
で
あ
ろ
う
と
す
る
こ
と
、
あ
り
の

ま
ま
の
「
私
」
で
は
自
分
を
受
け
入
れ

て
も
ら
え
な
い
と
の
思
い
込
み
、
自
分

を
受
け
入
れ
な
い
で
あ
ろ
う
他
者
へ
の

恐
れ
（
信
頼
の
欠

如
）、
自
分
や
周

り
を
傷
つ
け
る

こ
と
へ
の
恐
れ
、

人
を
裁
く
心
、
自

分
の
存
在
と
居

場
所
、
あ
ら
ゆ
る

周
り
と
の
関
わ

り
を
拒
絶
す
る

凍
り
つ
い
た
心

が
孤
独
な
氷
の

王
国
に
閉
じ
こ

も
る
こ
と
と
な
る
。
や
が
て
か
つ
て
優

し
か
っ
た
姉
を
追
い
か
け
国
へ
帰
ろ

う
と
説
得
す
る
妹
ア
ナ
の
愛
と
友
情

と
冒
険
の
物
語
へ
と
発
展
す
る
。 

エ
ル
サ
と
ア
ナ
二
人
の
王
女
を
題

材
に
し
な
が
ら
、
単
に
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
物
語
と
捉
え
る
こ
と

な
く
、
私
た
ち
人
間
一
人
ひ
と
り
が
真

に
「
私
」
と
し
て
生
き
、
人
と
の
親
し

い
関
わ
り
を
築
い
て
共
に
生
き
る
と

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
恐
れ
に
よ
っ

て
凍
り
つ
い
た
心
は
ど
の
よ
う
に
し

て
温
め
ら
れ
、
柔
ら
か
な
心
に
な
っ
て

再
び
生
き
ら
れ
る
の
か
。 

エ
ル
サ
の
孤
独
は
現
代
の
私
た
ち

に
も
投
影
し
見
る
人
に
共
感
を
呼
ぶ
。 

現
代
人
の
苦
悩
・
求
め
て
い
る
も
の

は
何
か
、
凍
り
つ
い
た
心
を
溶
か
す
も

の
は
何
か
、
恐
れ
か
ら
の
解
放
は
何
か
。

自
分
の
欠
点
を
も
さ
ら
け
出
し
素
の

ま
ま
“
あ
り
の
ま
ま
”
の
姿
を
包
み
込

む
、
真
実
の
愛
と
は
何
か
。
さ
ら
に
突

き
詰
め
れ
ば
根
源
的
に
聖

書
の
こ
と
ば
に
つ
な
が
っ

て
く
る
。
聖
書
は
「
恐
れ
る

こ
と
は
な
い
「（
マ
タ
イ
14

章
、
ヨ
ハ
ネ
６
章
等
）
と
伝

え
て
い
る
。 

「
恐
れ
と
真
実
の
愛
」
に

つ
い
て
、
現
代
人
に
問
い
か

け
訴
え
か
け
る
も
の
が
あ

る
物
語
と
し
て
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
。 
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書
：「
福
音
宣
教
」（
オ

リ
エ
ン
ス
宗
教
研
究
所
：
月
刊

誌
）
２
０
１
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年
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月
号
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ス
ー
ル
・
エ
メ
・
マ
リ
ア 

・
ド
ウ
・
ジ

ェ
ズ
・
ク
ル
シ
フ
ィ

エ
op. 

馬
場 

萬
代
子 

ド
ミ
ニ
コ
会 

ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
修
道
院(

盛
岡) 

1
9
3
3

年
２
月
５
日
生 

1
9
6
2

年
５
月
22
日
初
誓
願 

2
0
1
5

年
２
月
12
日
帰
天 

82
歳 

長
年
、
会
計
係
の
職
務
を
誠
実
に
果

た
し
、
皆
に
信
頼
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

お
台
所
の
当
番
の
時
な
ど
、
ア
ッ

ト
思
う
ほ
ど
ハ
イ
カ
ラ
な
お
料
理

で
私
達
を
喜
ば
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
冬
期
の
積
雪
の
折
、
朝
ま
だ

暗
い
う
ち
か
ら
雪
か
き
を
し
て
い

ま
し
た
。 

ス
ー
ル
・
ア
ン
チ
ラ
・
マ
リ
ア 

玉
川 

ゑ
い
子
op. 

聖
ド
ミ
ニ
コ 

女
子
修
道
会  

1926

年
10
月
15
日 

生 

1963

年
７
月
16
日 

入
会 

1966

年
３
月
29
日 

終
生
誓
願 

2015

年
２
月
15
日 
帰
天 

88
歳 

東
京
、
京
都
の
学
校
・
幼
稚
園
で
会
計

を
勤
め
た
。 

縁
の
下
の
力
持
ち
的
な
存
在
で
献
身
。 

仙
台
で
生
れ
、
仙
台
で
帰
天
。 

【
訂 

正
】 

221
号 

訃
報 

欄 

(

誤)

中
島
千
代
子 

(

正)

中
西
千
代
子 

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。 

第
24
回
仙
台
ロ
ゴ
ス
公
開
講
演
会 

「
ア
ナ
と
雪
の
女
王
」
に
み
る
人
間
と
聖
書
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

Ｌ
ｅ
ｔ 

ｉ
ｔ 

Ｇ
ｏ 

～
恐
れ
を
超
え
て
～ 

講
師 

武
田
な
ほ
み
氏
（
上
智
大
学
神
学
部
准
教
授
） 
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東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
、
被
災
地

や
被
災
さ
れ
た
方
々
の
暮
ら
し
に
も

変
化
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
復
興
は
ま
だ

ま
だ
で
す
。
支
援
の
仕
方
も
変
わ
っ
て

く
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、｢

私
た
ち
は

忘
れ
な
い
！｣

と
い
う
こ
と
が
大
切
な

の
で
し
ょ
う
。 

 

教
会
は
、
四
旬
節
に
入
り
主
の
復
活

を
ふ
さ
わ
し
く
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に

こ
の
期
間
を
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。  

教
会
の
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
過

ご
し
て
い
る
様
子
は
う
れ
し
い
こ
と

で
す
（
６
頁
）。 

ま
た
、「
奉
献
生
活
の
年
」
に
あ
た
っ

て
新
し
い
コ
ラ
ム
を
設
け
ま
し
た
。 

司
教
様
は
、
ア
ド
リ
ミ
ナ
に
お
出
か
け

に
な
り
ま
す
。
ア
ド
リ
ミ
ナ
が
仙
台
教
区

と
日
本
の
教
会
に
豊
か
な
恵
み
と
な
る

よ
う
祈
り
な
が
ら
、
司
教
様
の
霊
的
な
お

み
や
げ
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。 

原
稿
、
情
報
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た

方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

(

岩
井) 

新
刊
案
内 

      マ
ザ
ー
テ
レ
サ 

 

来
て
、
わ
た
し
の
光
に
な
り
な
さ
い
！ 

著
者 

マ
ザ
ー
テ
レ
サ
／
発
行 

女

子
パ
ウ
ロ
会
／
定
価 

2
6
0
0

円
＋
税 

皆
さ
ま
方
は
、
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
と
い
う
言
葉

を
聞
く
と
、
ど
ん
な
こ
と
を
思
い
出
さ
れ
ま
す

か
？ 

あ
る
人
は
、
仙
台
に
来
ら
れ
、
講
演
さ

れ
た
こ
と
。
ま
た
あ
る
人
は
、
マ
ザ
ー
テ
レ
サ

の
貧
し
い
人
の
な
か
で
も
、
最
も
貧
し
い
人
へ

の
奉
仕
に
貫
か
れ
た
そ
の
ご
生
涯
。
マ
ザ
ー
が

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
け
ら
れ
た
時
の
こ
と
、

亡
く
な
ら
れ
た
時
の
こ
と
な
ど
を
、
思
い
出
さ

れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

本
書
は
、
皆
さ
ま
が
挙
げ
て
く
だ
さ
っ
た
、

こ
れ
ま
で
の
マ
ザ
ー
の
す
ば
ら
し
い
業
績
が
ど

こ
か
ら
ほ
と
ば
し
り
出
て
い
た
の
か
を
明
か
す

も
の
で
、
本
書
の
中
で
初
公
開
さ
れ
た
私
的
な

書
簡
は
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の
苦
し
み
で
し
た
。 

い
つ
も
ほ
ほ
え
み
を
人
々
に
撒
き
な
が
ら
、
明

る
く
、
精
力
的
に
貧
し
い
人
々
に
奉
仕
し
て
い

た
マ
ザ
ー
の
外
的
な
生
涯
か
ら
は
、
想
像
す
ら

で
き
な
い
苦
し
み
で
し
た
。 

マ
ザ
ー
が
見
た
幻
視
の
中
で
、
イ
エ
ス

は
彼
女
に
こ
う
語
り
か
け
ま
し
た
。

「
来
て
、
来
て､

貧
し
い
人
の
あ
ば
ら

家
に
わ
た
し
を
連
れ
て
い
き
な
さ
い
。

来
て
、
わ
た
し
の
光
に
な
り
な
さ
い
」

と
。
そ
の
後
、
彼
女
は
ロ
レ
ト
修
道
会

を
去
り
、
神
の
愛
の
宣
教
者
会
を
創
立

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
す
ぐ
に
彼
女
の

心
は
暗
闇
に
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。信
仰
す
ら
失
っ
た
と
思
う
ほ
ど

の
苦
し
み
の
体
験
で
し
た
。 

霊
的
指
導
司
祭
の
勧
め
は
、
「
神
に
全

面
的
に
委
ね
な
さ
い
」と
い
う
も
の
で

し
た
。
こ
の
勧
め
に
し
た
が
い
、
た
だ

ひ
た
す
ら
、
闇
を
も
神
に
さ
さ
げ
、
イ

エ
ス
と
の
一
致
の
う
ち
に
、神
に
身
を

さ
さ
げ
た
の
で
す
。
彼
女
は
、
こ
の
よ

う
に
書
き
残
し
て
い
ま
す
。
「
こ
の
暗

闇
は
、イ
エ
ス
が
地
上
で
味
わ
っ
た
暗

闇
と
痛
み
の
一
部
だ
と
信
じ
ま
す
。
イ

エ
ス
は
も
は
や
ご
自
分
で
は
苦
し
む

こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
地
上
に
い
る

私
の
う
ち
で
苦
し
む
こ
と
を
望
ん
で

お
ら
れ
る
こ
と
に
深
い
喜
び
を
、今
日

ほ
ん
と
う
に
感
じ
ま
し
た
。今
ま
で
以

上
に
、
神
に
自
分
を
委
ね
ま
す
」
と
。

こ
う
し
て
、イ
エ
ス
の
十
字
架
上
で
の

苦
し
み
を
、そ
の
渇
き
を
い
や
そ
う
と

ひ
た
す
ら
自
分
を
さ
さ
げ
尽
く
し
、
暗

闇
の
聖
人
と
し
て
の
生
涯
を
全
う
さ

れ
た
の
で
す
。 

   

こ
の
本
が
英
語
で
出
さ
れ
た
時
、
『
タ

イ
ム
』
誌
が
大
き
く
取
り
上
げ
、
だ
い

ぶ
騒
が
れ
ま
し
た
か
ら
、
ご
記
憶
の
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ

の
後
、
い
く
つ
か
の
大
手
出
版
社
が
、

著
作
権
者
と
交
渉
し
、出
版
し
よ
う
と

努
力
な
さ
い
ま
し
た
が
、
途
中
で
放
棄

せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

は
、
マ
ザ
ー
の
深
い
宗
教
的
な
内
面
を

翻
訳
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
同
時
に
、

指
定
さ
れ
た
編
集
者
に
見
せ
る
こ
と
、

日
本
の
「
神
の
愛
の
宣
教
者
会
」
か
ら

の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
…
…
な

ど
の
条
件
が
あ
り
、
翻
訳
の
段
階
で
あ

き
ら
め
た
、
と
聞
い
て
い
ま
す
。
今
回
、

こ
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
著
作
権
者
の

要
求
な
ど
、す
べ
て
を
ク
リ
ア
し
て
出

版
さ
れ
ま
し
た
。翻
訳
者
の
訳
文
も
読

み
や
す
く
、新
た
な
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の

伝
記
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
、
う
れ
し

い
こ
と
で
す
。 

  

で
き
な
い
苦
し
み
で
し
た
。 

マ
ザ
ー
が
見
た
幻
視
の
中
で
、
イ
エ
ス
は
彼

女
に
こ
う
語
り
か
け
ま
し
た
。｢

来
て
、
来
て
、

貧
し
い
人
の
あ
ば
ら
家
に
わ
た
し
を
連
れ
て

い
き
な
さ
い
。
来
て
、
わ
た
し
の
光
に
な
り
な

さ
い
」
と
。
そ
の
後
、
彼
女
は
ロ
レ
ト
修
道
会

を
去
り
、
神
の
愛
の
宣
教
者
会
を
創
立
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
す
ぐ
に
彼
女
の
心
は
暗
闇
に
閉

ざ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
信
仰
す
ら
失
っ
た

と
思
う
ほ
ど
の
苦
し
み
の
体
験
で
し
た
。 

霊
的
指
導
司
祭
の
勧
め
は
、
「
神
に
全
面
的

に
委
ね
な
さ
い
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ
の

勧
め
に
し
た
が
い
、
た
だ
ひ
た
す
ら
、
闇
を
も

神
に
さ
さ
げ
、
イ
エ
ス
と
の
一
致
の
う
ち
に
、

神
に
身
を
さ
さ
げ
た
の
で
す
。
彼
女
は
、
こ
の

よ
う
に
書
き
残
し
て
い
ま
す
。「
こ
の
暗
闇
は
、

イ
エ
ス
が
地
上
で
味
わ
っ
た
暗
闇
と
痛
み
の

一
部
だ
と
信
じ
ま
す
。
イ
エ
ス
は
も
は
や
ご
自

分
で
は
苦
し
む
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
地
上

に
い
る
私
の
う
ち
で
苦
し
む
こ
と
を
望
ん
で

お
ら
れ
る
こ
と
に
深
い
喜
び
を
、
今
日
ほ
ん
と

う
に
感
じ
ま
し
た
。
今
ま
で
以
上
に
、
神
に
自

分
を
委
ね
ま
す
」
と
。
こ
う
し
て
、
イ
エ

ス
の
十
字
架
上
で
の
苦
し
み
を
、
そ
の
渇

き
を
い
や
そ
う
と
ひ
た
す
ら
自
分
を
さ

さ
げ
尽
く
し
、
暗
闇
の
聖
人
と
し
て
の
生

涯
を
全
う
さ
れ
た
の
で
す
。 

翻
訳
者
の
訳
文
も
読
み
や
す
く
、
新
た

な
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の
伝
記
が
出
版
さ
れ

た
こ
と
は
、
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。 

   

こ
の
本
が
英
語
で
出
さ
れ
た
時
、
『
タ
イ

ム
』
誌
が
大
き
く
取
り
上
げ
、
だ
い
ぶ
騒

が
れ
ま
し
た
か
ら
、
ご
記
憶
の
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
後
、
い

く
つ
か
の
大
手
出
版
社
が
、
著
作
権
者
と

交
渉
し
、
出
版
し
よ
う
と
努
力
な
さ
い
ま

し
た
が
、
途
中
で
放
棄
せ
ざ
る
を
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
は
、
マ
ザ
ー
の
深
い
宗

教
的
な
内
面
を
翻
訳
す
る
こ
と
が
難
し

く
、
同
時
に
、
指
定
さ
れ
た
編
集
者
に
見

せ
る
こ
と
、
日
本
の
「
神
の
愛
の
宣
教
者

会
」
か
ら
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
…

…
な
ど
の
条
件
が
あ
り
、
翻
訳
の
段
階
で

あ
き
ら
め
た
、
と
聞
い
て
い
ま
す
。
今
回
、

こ
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
著
作
権
者
の
要

求
な
ど
、
す
べ
て
を
ク
リ
ア
し
て
出
版
さ

れ
ま
し
た
。
翻
訳
者
の
訳
文
も
読
み
や
す

く
、
新
た
な
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の
伝
記
が
出

版
さ
れ
た
こ
と
は
、
う
れ
し
い
こ
と
で

す
。 

   

武田なほみ氏 


